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刊行のことば

　本書は，平成4年度における研究の概要および事業の経過について報告す

るものです。

　本年度は，『平成3年度国立国語研二究所年報（43）」，『国語年鑑1992年版』，

『国立国語研究所研究報告集14』（国立国語醗究所報告1G5），　ilfi言文法全

国地園』第3集（国立国語研究所報告97－3），『国定読本用語総覧7一第

四期て～ん一』（国語辞典編集資料7）を刊行しました。

　当研究所の研究および事業を進めるに当たっては，例年のように地方研究

員をはじめ，各種委員会の委員，各部門の研究協力者や被調査者の方々の格

別のご協力を得ています。また，調査について，各地の都道府県および市離

村教育委員会，学校，幼稚園，翻書館等のご配慮を仰いでおります。その他，

長年にわたって当研究所に寄せられた多くの方々のご厚意に深く感謝いたし

ますとともに，今後ともこれまでと皇位のご支援が得られますよう切にお願

いいたします。

　　平成5年12月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国語研究所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　谷　　　修
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平成4年度刊行物等の概要

研究報告集（14）（報告105）

　本年度は，下記の9編の報告をのせた。

1．山崎誠「引用の助詞『と』の用法を再整理する」……1．引用の助詞とさ

　れる「と」には，発話・思考の内容をあらわすもののほかに，物事の客観

　的なありさまをあらわすものがある。この用法は，発話・思考をあらわす

　ものと連続しているものと考えられる。この二つの用法は，相違点もある

　が，その基本的な機能は岡じであって，“情報を，その内容を示すことで

　客観的に提示し，その内容について語る表現へ結び付ける”ものであると

　いえる。提示部とそれを受ける述部との関係は，ちょうど対象言語とメタ

　言語との関係になぞらえることができる。

　2．提示部における情報内容は，物事をそのまま示したものという客観的な

　性格をもつが，それについて語る述部との意味的な関係をそこなわないか

　ぎりにおいて，適当に内容を変更することができる。

2．杉戸清樹・塚田実知代r言語行動を説明する言語表現一公的なあいさつ

　の場合一」……そのつどの言語行動の種類について明示的に言及するメタ

　言語的な言語表現類型について，杉戸・塚田1991で書きことばの專門的

　文章を検討したのに引き続き，話しことば，とくに公的なあいさつを対象

　とした記述分析を行なった。

　　公的あいさつには，表現のあらたまりを，目指したと解釈されるレトリ

　カルな言い話しによって，繰り返される場合も含めて一つのあいさつに平

　均して3～4圃，相当のバラエティの言語行動を説明するメタ言語表現が

　現れる。書きことば資料で優勢であった意志や希望を明示する文末形式は

　公的あいさつでは少数である一方，文末の敬語要素はあいさつのメタ言語

　表現には，相当豊富である。また，当該の言語行動を直接的に表現する直

　接表現は，メタ言語表現に比べて少ない。これらの事実は，あいさつのあ
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　らたまり性を目指して蓑現の直接性を避けた結栗と解釈される。発話行為

論で雷う発話内行為が明示的に言語化される実態を記述し，それが語月ヨ論

で言う言語表現における対入的なあらたまり（丁寧さの一一・nj）と深く関連

　しているという解釈を，欝語行動研究の観点から指摘した。

3。梶原扇太郎「『温度計』の語史一近代漢語（Aタイプ）の変遷と定着一1

…… g本語において〈温度計〉を表す語は江戸時代に出現する。そして江

戸時代と明治のIO年ごろまでは「自動器」を中心として他に多くの異語

形があった。明治10年代の後半からは新しく「寒暖計」が申心的存在と

なり，さらに勢力を強めて昭和40年ごろまで広く使われた。しかし，そ

れ以後は「温度言意が中心的存在となって現在に至っている。

　　〈温度計〉を表す語には異語形がすば抜けて多い。そして，昭和の後半

に至って，すでに定着していた「寒暖計」にかわって「温度計」が中心的

存在となったことも，他の漢語に比べて非常に珍しい例である。「温度計」

が「寒暖計」よりも優i勢になった理由として，「寒暖計」という語のもつ

意味領域の狭さがあると患われる。すなわち，「寒暖討」という語は人間

の皮癬感覚の受け付ける範囲を公準にして命名した語なのである。

4．臨村直巳「近代N本のリテラシー研究序説一一付・文献目録～」……昭和

23年（1948年）8月に実施された「＄本人の読み書き能力調査」は，戦

後すぐのB本人のリテラシーを明らかにするものであった。しかし，それ

以前の日本入のリテラシーに関しては，あまりよく分かっていない。本稿

　は，このような状況から，近代の冒本人のリテラシーがどの程度のもので

　あったのかということを，関連する文献の紹介を交えて略述することを目

　的としている。付録として，552の文献圏録を付した。

5．茂呂雄二・小高京子自ヨ本語談話研究の現状と展望」……本論は2部か

　らなる。第1部では日本語談話研究の現状を展望して，それぞれの研究が

指向する方法論の違いを取り出してみた。第2部には日本語談話に関係す

　る研究の文献目録を収めた。霞本語談話研究は学際的に展開されており，

言語学では言語行動研究および談話分析，社会学からはエスノメソドロジー
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に基づく会話分析とライフストーリー研究が，心理学・認知科学研究から

はプロトコル分析およびインターフェース研究などが，広い意味での巳本

語談話分析研究を行っている。この研究の広がりからわれわれが取り出し

た研究指向の違いは以下の通りである。

　①「記述的指向」と「応用的指向」②「分析者視点」と「談話当事者

の視点」　③「ことばへの注目」と「ことば以外への注霞」　④「主体篇

規範指向」と「社会的関係性指向」⑤「現実・秩序指向」と「変化・多

様性指向」

6．相澤正夫ド『日本語教育のための基本語彙調査』と複合サ変動詞」……

　『日本語教育のための基本語藁調査』（国語研報告78）は，6，880項屠か

　らなるH本語教育基本語彙を選定しているが，このなかに複合サ変動詞の

語幹部となりうる項目が，どのくらい含まれているか明らかではない。本

稿では，この6，880項目から複合サ変動詞の語幹部となりうる項昌をすべ

て洗い出し，結果として得られた1，080項目を資料として提示する。次に，

それらの複合サ変動詞が，語幹部の意味分野や語種の違いによって，どの

　ような分布をみせるのかを概観する。また，実際に作業をするなかで気づ

いた問題点を指摘し，今後の課題について触れる。

7．井上優「発話における『タイミング考慮』と『矛盾考慮』一命令文・依

頼文を例に一」……日本語の「ヨ」（低）を含む命令文は，　“（締切日の

翌日にレポートを出しに来た学生に）ちゃんと昨日のうちにレポートを出

　してくださいよ（低）”の例のように，「動作を実行するよう要求する」

　ためではなく，「当該の動作が実行されるべき時に実行されなかったこと

を避難する」ために用いられることがある。このことをふまえ，本稿では，

（i）副本語の命令文の第一の機能は「話し手の意向が聞き手の知識に導入

　されるよう働きかける」ことにある，（ii）命令文の機能の決定には次の二

つの要因が関与する，ということを主張する。N本語の場合，（i）は種々

の文法形式により，（ii）は終助詞及びイントネーションによって表される。

　・「現在動作実行のタイミングにある」「現在動作実行のタイミングにな
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い」のいずれを前提とするか（タイミング考慮／タイミング非考慮）

　・「話し手の意向と矛盾することがらが存在する」「話し手の意向と矛盾

することがらがない」のいずれを前提とするか（矛盾考慮／矛盾非考慮）

8．佐々木倫子「会話の自然さについて一田英対照研究の視点から一」……

小説の会話文とその訳文，映画，テレビドラマなどの創作会話が，自然会

話と異なることは知られているが，現在でもなお，話しことばの研究・教

育に多く旧いられているのも事実である。なぜ利用されるのかを，推理ド

　ラマのジャンルを取り上げて検討したQ

　検討は，日本語および英語の母語話者に対する自然さに対する意識調査

　と併せて行ったが，調査は書かれた会話を目にした母語話者が，読解のス

キーマを活性化させ，自分でテクスト・タイプを設定し，会話文の自然さ

を判断することが多いことを示唆した。創作会話は自然会話から「正常な

非流暢さliを除去し，効率的な情報伝達を込めて，理想的な会話を作り上

げたものというわけではない。構造の二重性，ジャンルの文体性，せりふ

の芸術性等に起因する差異があり，種々の話しことばの項目分析のデータ

　として用いるには疑問がある。今回の調査の範囲では，自然会話と創作会

話（およびその翻訳）との差異は認められたが，漂文と訳文はよく対応し

ていた。また，文脈依存性の高さは，自然さ判断とは結び付かなかった。

9．堀江・インカピcrム・プリヤー・一「『謝る』一日eタイの謝ることばと行

動の比較一」……本稿は，日・タイの謝ることばの使い方，意味，機能の

比較を通じて，謝り方の背景にある社会・文化がそれらにどのように反映

　されているかを，在日中のタイ人に対する調査結果も交えて論じたもので

　ある。調査項隠にはタイ人から見たN本旨の謝り方についての意見も加え，

　日本人の言語行勤をどのように理解しているかも調べた。これらのことに

　よって，日・タイ聞の謝り方と謝ることばの概念の相違点を明らかにし，

　誤解を掘く原因を考えてみた。また，謝り方にはグライスの行動原則を適

用できるか否かについても検討した。その結果，日・タイの人々の謝り方

　のズレをより明確にし，今後の研究課題を導き出すことができた。
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方言文法全国地図3（報告97－3）

　『方言文法全国地図』は，文法に関する方言事象の分布を，全圏的な視野

で明らかにすることを基本的な目的としている。この地図集により，これま

でに記述されてきた各地の文法事象が，どこに，どのような広がりをもって

分布しているかが把握される。また，従来知られていなかった新たな文法事

象の発見も期待される。全6集の予定であり，これまで，第1集（助詞編），

第2集（活用編1）を刊行している。

　今年度刊行した第3集（活用編H）は，動詞・形容詞・形容動詞の活用に

関する45枚の言語地図と解説書（含，資料一覧）よりなる。言語地図は，

約800地点の調査結果を記号の形に置き換えて地図に示したものである。そ

の構成は，次のとおりである。

　　動詞

　　　意志形…………106～111麟

　　　推量形…………112～l14図

　　　受身形…………115～117図

　　　使役形（a）……118～121図

　　　使役形（b）……122～i25図

　　　仮定形1………126～131図

　　　仮定形2………132～135図

　　　形容詞…………136～圭44園

　　　形容動詞………i45～150図

　解説書では，各地図における語形の採胴と統合，および記号化の方法につ

いて，異体的に明らかにした。

　解説書には活用編（第2・3集）を総合した「資料一覧」も掲載した。

「資料一覧」とは，地図作成のもとになった二二データを，ほぼ調査者から

の報告どおりの形で見ることができるようにしたものである。
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国定読本用語総覧7　一第四期て～ん一（国語辞典編集資料7）

　国定読本用語総覧は，国定読本のすべての用語を文脈付きで示した索引

（コンコーダンス）である。困定読本とは，明治37年4月から昭＄9　24年3

月までの間に使用された文部省著作の小学校用国語教科書（1期～6期）の

ことで，本書はそのうちの第四期目小学国語読本』（通称サクラ読本）の全

用語のうち，後半「て～ん」の部を収めたものである。

　内容はコンコーダンスと諸種の付録からなる。サクラ読本に関する詳しい

解説は前半部に載っているが，概略を述べると，これは昭和8年から使用さ

れたもので，書き出しが「サクラ　サクラ」であることからこの遍称で親し

まれている。総語数十二万二千と第三期に比べ3割以上の増加を晃た：◎また

この期から仮名遣いがすこし変わった。拗音や促音を表すヤユヨッがそれま

ではすべて大字で表記されていたのが，低学年でのみ小字で表記されるよう

になったことである。

　付録にはこれまでの「漢字一覧（提出順）」「漢字一覧（五十音順）」，本文

の「修正経過」，「文字のある挿絵一覧」などの他に，「二つの読みが許容さ

れる語」という表が含まれるが，これは4期の編纂趣意書の中で同一用例に

対し左と右に二つのふりがなを与えた例を拾い出したものである。総じて4

期は編纂趣意書が読みに関して詳しい指示を与えており，このような例は他

の期にはないG

　本書の編集は国語辞典編集室主幹　飛懸良文（平成3年度来まで），室長

　木村睦子，研究員　加藤安彦・藤原浩吏，調査員　林大・貝美代子・駅部

隆・久池井紀子・高橋美佐・伊土耕平・山田雅一が撞当した。
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現代日本語の語法の記述的研究

　　　　　　　　　　　　　A　昌　　　的

　近年の文法・語法研究は，理論中心の演繹的なものがおおいが，現実の資

料にもとづいた実証的な研究がその基礎として必要であり，網羅的かっ体系

的記述を先行させることが重要である。本研究では，引用表現および話しこ

とばにおける間つなぎ表現のふたつをとりあげ，記述的研究をおこなう。

B　担　当　者

言語体系研究部第一研究室

　室長（事務取扱）　中野　洋　　研究員　山崎　誠　鈴木美都代

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．引用表現の研究

①引用の助詞「と」をうける述語の性質について，

　　・引用内容と述語との意味的関係によって，引用表現を分類した。

　　・狭義の引用とその周辺の用法との関連をしらべた。

　上記2点についてまとめ，「研究報告集14」に「引用の助詞「と」の用

　法を再整理する」として執筆した◎

②話しことばで多用される「って」の用法（引用，伝聞，提題などの用法

　をもつ）を分析するため，シナリオを中心に胴例を集めた。

2．会話における間つなぎ表現

　データ整理に時間がかかっているため，記述対象とする語を「え一一一　」

　「あの一」ドま一一　」「こ一」「なんか」などにしぼることにした。

3．関連文献の収集と用例カードの補充および用例のコンビ＝・　一一タ入力をお

　こなった。
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　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　上記1②については，fって」の用法のひろがりをカバーできるような包

括的な記述をこころみたい。まとあた結果は研究報告集に執筆する予定であ

る。上記2については，談話研究などにおける分析方法を参考にして語用論

的な観点からの記述も加える予定である。
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言語討量調査

テレビ放送の用語調査

　　　　　　　　　　　　　A　冒　　　的

　テレビ放送は，新聞や雑誌とともに現代のマス・コミュニケーションの中

核を担っている。また，テレビ放送で使われていることばは，国民の言語形

成にも強い影響を与えているといわれている。本研究は，このようなテレビ

放送のことばの語彙の側面に注目し，その量的な構造を，番組や話者などと

の関係に配慮しながら，明らかにすることを目的とする。

　調査対象は，東京をキーステーションとする7っのチャンネルが，平成元

年度1年間に放送した番組の語彙とするが，本研究の計画年度内では，その

1／4にあたる4～6月の13週分について，504分の1の割合で抽出した標

本，約15万語を処理する。

B　担　当　者

言語体系研究部第二研究室

　部長　中野　洋　　研究員　石井正彦　大島資生

　研究補助員　小沼　悦

言語体系研究部第一研究室

　研究員　山崎　誠

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．音声データ

　標本とした約12万語について，「雑誌九十種の語藁調査」の同語異語判別

規則に準拠した判別を行い，見出し語をほぼ確定した。

2．画面データ

　ビデオプリンタによるデータの収集とコンビ＝・一mタへの入力を終え，単位
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切りを開始した。

3．研究会の開催

　3月30日に第5圏「テレビ放送の用語調査」研究会を開き，以下の3件

の報告を行った。

①語彙表にみるテレビ放送の語彙　山崎誠

　②番組分類ごとにみた語彙の特徴　大晶資生・小沼悦

③視聴率からみたテレビ放送の語彙石井正彦

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　最終年次に当たる本年度中に，全体の1／4の標本について「長い単位」

の語彙表を作成する予定であったが，完了しなかった。そこで，次年度1年

限りの一般研究として作業を継続し，語彙表を作成するとともに，語彙の量

的構造に関する分析を行い，全体の1／4に限っての報告をまとめたい。ま

た，残り3／4の標本の級いを含めた今後の研究計画についても検討し，方

針を決めたい。
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『分類語彙表』の増補

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　国立鼠語研究所資料集6『分類語藁表』が昭和39年3月に刊行されてい

らい，現在29版をかさねる。研究所の刊行物の中ではもっとも発行部数が

多い。一般の表現辞典としての利胴が多いためだろうが，言語研究への利用

も少なくない。窟島達夫・小沼悦は油魚研究におけるシソーラスの利胴」

（国立国語研究所報告104，平成4年3月）で『分類語藁表』を言語研究に

利用した論文　119例を集めて解説している。そこに掲載されなかった論文の

他，直接研究の対象や手段にはならなかったが，参考，目安として使われた

研究など，『分類語彙表』を直接間接に利閣した研究はこの何倍，何十倍に

のぼると思われる。

　『分類語諸表』の収録語数はおよそ3万2千6百である。これらの語は国

立国語研究所報告21『現代雑誌九十種の用語口訣』第一風道の語彙表に掲

げる使用率の高い語，さらに阪本一郎氏の『教育基本語彙』など日常生活で

より基本的な役割をはたしている語である。これを研究に用い，あるいは詞

藻辞典として用いるには語が少ない。そこでこれを増補し，収録語数を約6

万語とする。

　　　　　　　　　　　　　B　担　i当　者

雷語体系研究部第2研究室

　部長　中野　洋　　研究補助員　小沼　悦

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

本年度は，その候補となる語を約6万5千語集め，分類番号を付けた。す

なわち，新語・専門語を増補するために，各種の辞典，語藁表から候補とな
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る語を集め，分類語藁表の番号を付けた。さらに，慣用旬を増補するために，

慣用句辞典などから候補を集め，分類番号を付けた。

　これらを集め，これまで付けた分類番；号を検討した。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　次年度は，サ変動詞の語幹となる語を増補する。また，分類のシステムを

検討する。
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学術用語の語構成の研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　H本語の専門用語には，わかりにくい，むずかしい，分野間で統一一がとれ

ていない，などの問題があるといわれている。そのような事情は，新しい専

門用語が次々につくられていくなかで，ますます，深刻なものになりっっあ

る。しかし，問題解決の動きは，各専門分野ごとに専門家の主観と経験を頼

りに行われているのが現状であり，その基礎となるべき用語の研究がまたれ

ている。とくに，概念をどのように名づけ，それを用語の体系のなかにどう

位置づけていくかについて，具体的な指針が求められている。本研究は，こ

のような要望にこたえ，専門用語の改善に資することを目的として行うもの

である。具体的には，学術用語を対象として，その語の構造，造語成分の機

能，造語法を明らかにするとともに，各専門分野ごとの特徴についても明ら

かにすることを目指す。

B　担　i当　者

言語体系研究部第二研究室

　研究員　石井正彦

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　昨年度にひきつづき，一つの用語を構成する造語成分間の結びつきの階層

関係を記述するために，文部省『学術用語集』23分野の用語約6，5万語の

うち，3単位以上の複次結合語約2万語について，結合情報を付与する作業

を継続した。しかし，各種専門辞典にあたって個々の専門用語の概念を正確

に把握することに時闇と手間がかかり，全体の2／5程度の用語に付与する

にとどまった。したがって，目標とした，結合情報および造語成分の語種情
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報にもとつく語構造の分析も行うことができなかった。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　複次結合語における結合情報とは造語成分間の意味的な関係にほかならな

いが，それを確定するためには，個々の語の意味がわからなければならない。

しかし，ここで対象としている語はすべて：專門絹語であり，その多くは，各

種の専門用語辞典にあたらなければ意味（概念）のわからないものである。

対象分野が23分野と多いこともあって，情報付与の効率はあがっていない。

しかも，すべての専門語の意味が辞典に載っているわけではないから，結合

情報を与えることができないものも多数生じている。そこで，対象を，複数

の分野に用いられる語に限定することとした。その結果，結合情報を付与す

べき複次結合語の語数は，2，191にしぼられた。これらは，複数の分野に用

いられる，つまり，より基本的な用語であるから，そのほとんどが専門用語

辞典に載っている。したがって，結合情報の付与も，比較的スムーズに行う

ことができるはずである。次年度中には，六二情報の付与を終え，造語成分

に語種情報も付与して，第1次の語構造タイプを集計できるものと考えてい

る。
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中学校・高校教科書等語彙表のフロッピー版作成

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　昭和58年，59年，61年，62年に刊行した「高校教科書の語藁調査」と

「高校教科書の語藁調査H」，「中学校教科書の語彙調査」と「中学校教科書

の語彙調査H」の計4冊の報告書の語糞表をフロッピーに収める。

　これら4冊の報告書は，語に近いW単位と形態素に近いM単位の語彙表を

掲載したものである。二二表それ自体も調査結果であるが，この語彙表を用

いたいろいろな分析も可能である。『高校・中学校教科書の語彙調査　分析

編』はこれらの研究を集めたものである。担当研究室としてはこの報告書を

もって共同研究としての研究を終了し，その後はそれぞれの研究者の研究に

まかせることにした。主たる担当研究者であった土屋信一浅は国立国語研究

所から番損大学，共立女子大学に転じたあとも研究を進められ，いくつかの

論文を発表されている。共嗣研究者以外でも，日本語教育や専門語研究，日

本語情報処理の研究においてわれわれの報告書が利用されている。

　報告書では，度数順の語彙表でどの語がよく用いられたのかを示し，50

音順語彙表で知りたい語の頻度などが調べられるようにした。しかしながら，

これらの語彙表には，M単位が1万5千語，　W単位が4万1千語と大量の語

を含んでおり，各科ごとの集計や後ろ要素での複合語の集計など複雑な分析

は事実上不可能である。このような研究にはコンピュータ利用が不可欠であ

る。それを可能にするため，フmッピーディスク版を作成することにした。

　　　　　　　　　　　　　B　挺　当　者

言語体系研究部第2研究室

　部長　中野　洋　　研究補助員　小沼　悦
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　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　大型計算機にはいっているデータを取り出し，国語研究所漢テレコードを

シフトJISコードに変換した。この際，盤外字はできるだけ教科書で使用

している文字に直した。国研漢テレコードにはないがJISコードにはある

字が存在するからである。

　50音順語彙表，これに掲載されていない助辞，記号，数字をフロッピー

に落とした。度数順語彙表は，プログラムで作成できるからである。

　レコーード内の項目は次の通りである。

　　代表形，判溺情報，分類語彙表の番号，表記例・注記，語種

　　全体頻度，全体比率，全体順位，各科の頻度，理科の頻度の計，社会科

　　の頻度の計

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

本研究は本年度で終了した。次年度に言語処理データ集として刊行する。
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雑誌における振り仮名の調査研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　明治以降の国語改革運動の目標の一に，振り仮名の廃止ということがあっ

た。漢字制限を裏から表現した，このことは，漢字制限とともに新聞ではほ

ぼ達成された。しかも，振り仮名を復活させようとする動きも根強い。とこ

ろで，現在において，たとえば雑誌などで，振り仮名がどのように活用され

ているのか，どのような存在意義をもっているのか，調査の乏しいのが実状

である。ともかく，現状を把握しようとするのが，この調査研究である。

B　担　当　者

言語体系研究部第三研究室

　室長　石井　久雄

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　まとめを報告するための原稿執筆にはいった。ただし，振り仮名の成立に

ついて調点資料などを申継に検討を加えることとして，そこで手間取り，執

筆はほとんど進展しなかった。書こうとしている内容は，次のようである。

　a　振り仮名は，訓点資料における行間および上下余白などへの書き込み

を，起源としているであろう。この書き込みには本文に対する注記もあって，

振り仮名もその注記の一一一・twである。しかも，本文と振り仮名とで執筆者が異

なり，この状態は，振り仮名についての現在の通常の観念とは隔たる。

　b　aの状態を脱して，本文の執筆者が振り仮名も施すようになったとき

に，通常の観念の振り仮名が成立したことになる。いわゆる注記が伴うこと

も，なくなる。しかし，その成立の時期を特定することは，困難である。

　c　振り仮名が一般化したのは，寛永以降，整板本が普及したときからで
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あると晃られる。この振り仮名の形式は，基本的には総振り仮名（現在の印

刷のいわゆる総ルビ）である。総振り仮名の形式は，鉛活字印刷が普及する

近代にも引き継がれる。

　d　Cの総振り仮名の形式にとっての問題は，漢字本文と振り仮名との関

係である。本文左右に振り仮名を施すこともよく行われ，そこでは，　（1膜

字連続を語とみなした「よみ」と，（2＞その「よみ」を言い換えることによ

る，あるいは漢字燭欄の調を符牒として示すことによる，漢字連続の意味と

が，示されている。②は，aの注記との性格の関連も問題となるQ

　e　第二次世界大戦後の国語政策により，cの振り仮名が退潮して，いわ

ゆるパラルビの形式の一般化に至る。それが現在に及んでいる。ただし，d

②の延長上にあると考えられるもので，本文のよみを示すよりは，外来語

に置き換えるなどして，表現効果を狙った振り仮名も，少なからず見られる。

いずれにせよ，パラルビにおいては，本体は実は振り仮名のほうであって，

本文は注記であると晃られるようなものがある。

　f　現在の振り仮名eについての問題は，なぜそこに振り仮名が施されて

いるか，ということである。この検討には，本文全体の表記の状態を考慮し

なければならない。すなわち，本文の表記における，漢字と仮名との選択，

送り仮名の施しかた，あるいは本文における語彙の選択が，振り仮名と関係

している。

　9　aの状態のような，本文への注記の書き込みは，日本語のみに見られ

るものではなく，読書などに際して，世界に共通に見られる現象である。ま

た，総ルビに相当するものとして，申圏語のピンインなど，非ラテン文字の

学習に互いられるラテン翻字が，広く行われている。

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　調査対象の整理などは，一応終えているので，研究標題を立てての調査研

究は，本年度をもって終了する。報告の執筆は継続するが，その取りまとめ

には，上記経過fの問題などもあり，数年を要する見込みである。
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日本語社会における敬意表現の総合的研究

　　　　　　　　　　　　　A　陽　　　的

　段本語の敬意表現は，従来，狭い意味の敬語や呼称など限られた範囲の言

語事象を中心的な課題として研究されてきた。しかし，現実の日常生活にお

いては，より広範なものごとが敬意表現として意識され，実際に行われもし

ている。近年の敬意（待遇）表現研究においてもぞうした対象を総合的に扱

おうとする流れが顕著となっている。

　本研究では，広義の敬意表現が日常の書語生活場面において，翼体的には

どのように現われ，その書語場面の当事者（ないし観察者）にどの程度，ま

たどのように意識されているのかという課題をめぐって，各種の言語場面を

とりあげて調査。考察しようとするQとくに，そうした課題のための調査・

考察の方法を検討すること，および総合的な敬意表現の研究データを収eq　e

蓄積することを目標とする。

B　面当者

言語行動研究部第一研究室

　室長　杉戸清樹　　研究員　尾崎喜光　　研究補助員　塚田実知代

　　　　　　　　　　　　C　　本年度の経過

（1）当面，具体的な手順の一一つとしては，敬意表現と目される各種の表現や行

　動を含む言語行動場面の資料を，①実際の言語行動場面や演出された場面

　（テレビ・映画も含む）から袖出した映像音声資料，②手紙，文書，雑誌・

　新聞などから抽出した文字資料の形で作成し，これを提示刺激とした意識

　調査を行い，提示刺激への注目点・反応・評価などを分析する。

②平成4年度は，この準備段階として，課題とすべき場面，表現事象の選定
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　に着手した。当面，話しことばの領域で，あいさつ，買物，道聞きなどの

　場面から検討を始めた。①比較的単純で，②質問紙型の調査データが従来

　蓄積されており，③次の段階での意識調査などに利用しやすい，などの基

　準を考えた。

③異体的には，国立困語研究所「岡崎調査」の面接調査項目およびその回答

　の検討から着手し，第2次調査（1972）の反応（各設問約400品分）を表現

　類型としての特徴でグループ化する作業を試行した。報告書で設定されて

　いない観点（動作表現の人称性，言語行動の種類の差異，「注釈表現」の

　有無，遂行動詞表現の奮無など）を中心として，丁寧度指標との関連，意

　識調査への組込みの可能性などを検討した。

　［発表物］杉戸「言語行動を説明する言語表現と丁寧さ」（『iヨ本語研究』

　　　　　　圭3号）

（4）西E本地区で意識調査を企画する準備に着手した。研究協力者との連絡・

　協議，刺激材料の現地風表現への翻訳（当面，京都・熊本），地域的な表

　現類型の特殊性の発掘の可能性の検討などを行った。

（5）関連研究

　①平成3年度をもって本研究に吸収した「敬意表現行動の種類と機能に関

　　する社会言語学的研究」で得た資料のうち，フォーマルな話し言葉の事

　　例として公的場面における挨拶・演説の資料を分析し研究報告集用論文

　　を執筆した。従来の関連研究を通覧したロ頭発表も行った。

　　［発表物3杉戸・塚田「言語行動を説明する言語表現一公的なあいさ

　　　　　　っの場合」（国立圏語研究所『研究報告集14』）

　　　　　　杉戸「君語行動を説明する言語表現の諸相」（口頭発表。国

　　　　　　立国語研究所研究発表会）

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　平成5年度には次の研究作業を進める。

（1）扱うべき場面，表現事象の選定。

一22一



　　課題にすべき場面や言語行動要素を選ぶ作業を継続する。岡崎調査のほ

　　か「企業内敬語調査」F学校生活の敬語調査」「言語行動の日独対照」な

　　どの先行調査も検討対象とする。また，東京および西日本という地域性

　　を考慮に入れた検討を継続する。

（2）提示（刺激）資料の作成および抽出。

　　選んだ場面や言語行動要素（表現類型，付随的非言語行動も含めて）の

　　バラエティを比較して提示しうる刺激資料を試作する。地域性を盛り込

　　むための基礎的な作業を前提とする。

　　　既製品からの抽出（N本語教育映像教材のLD資料も含む）のほか，

　　注目要素をミニマルペア風に統制して置き換え，演技者の実演による刺

　　激資料の作成も検討する。

（31臨地調査実施の事前準備，現地の研究協力者との協議。研究会の開催。
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現代敬語行動の研究

小集団内の敬語行動

　　　　　　　　　　　　　A　羅　　　的

　敬語使胴に関する意識・実態調査が従来進められるなかで，調査の対象と

なる言語場面における話し相手・話題の入物などは，その属性をいろいろに

規綱したうえで抽象的に設定されるか，あるいはより異体的な存在として個

別的・離散的に設定されることが多かった。このため，日常生活の申で接触

することの多い一一定範翻の（比較的小規模な）集団の中での異体的な敬語使

用の姿をとらえる上では制約が多かった。

　本研究ではこうしたことがらをふまえて，数人の構成員からなる小集団内

の敬語使用をできるだけ二二的に把握することをめざした調査を企画し，そ

の方法面の検討を含めた研究を行うG

B　担当者

言語行動研究部第一研究室

　室長　杉戸清樹　　研究員 尾崎喜光　　研究補助員　塚鐵実知代

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．平成3年度までに，中学校・高等学校の学校生活における敬語使絹の調

　査研究を継続し，次表のような調査を蓄積した。このうち面接調査にお

　いては，研究標題に言う小集鰯における構成員相：互の敬語使用に焦点を

　　しぼって事例的なデータ収集を行った。

東京　中学

　　　高校

面接調査

3校（72人）

5　（120）
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アンケート調査

20校（2，432人）

22　（2，150）



大阪　高校

山形　申学

計

2　（108）

1　（42）

ll　（342）

10　（1，004）

1　（　339）

53　（5，925）

2．平成4年度は，上記の各調査結果の整理，電子計算機入力・校正を進め

　た。アンケート調査結果については，全データのコーディング，入力，

　校正。修正を完了し，　単純集計に着手した。面接調査結果は，大阪，

　東京の全データの録音文字化，検査，電子計算機入力を完了したが，山

　形のデータは一部について録音文字化以降の作業を残した。

3．大阪の高校での面接調査のデータを一部分析し，「第11回　社会言語学

　ワークショップj（1992．6。7．神田外国語大学）で尾崎が［コ頭発表を行っ

　た。（題目：「学校生活における敬語使用の調査」）

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　データ収集のための臨地調査および得られたデータの基本的な整理と電子

計算機入力が完了したので，同趣の総合的課題である「日本語社会における

敬意表現の総合的研究」のサブ・テーマに位置づけて，それらの整理・分析

を進める。平成7年度前半までに全体の調査報告・分析の原稿執筆を完了す

ることを点出す。
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発話の伝達効果に関する基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　言語使用というものが持っている情報伝達以外の側面すなわち他者との関

係づくり・交わりという側面に注目し，雑誌・新聞の投書欄等に掲載された

記事の中から発話とその対人関係上の効果について比較的明示的に書かれた

ものをデータとして収集・分類し，現代日本人が言語を用いて他者とどのよ

うな関係を持っているか，その言語生活の一端を購らかにすることを目的と

する。

　　　　　　　　　　　　　　B

言語行動研究部ag一一一研究室

　研究員　尾崎喜光　　研究補助員

担当者

塚田実知代

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　『朝日新聞［赤鰯版］』の投書欄の中からデータを収集した。これまでお

よそ300の事例を得ることができた。そのほか，対面関係の心理学について

の文献的研究，実験社会心理学の分野の学会ぺの参加により，今後の展開の

ための備えをした。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　これまで『家の光』『朝日新聞』の投書欄から収集したデーータの整理・分

析を行ない，報告論文の執筆をすすめる。また，分析の過程において，今後

展開させるべきテーマおよび方法についても検討する。
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連続音声の音響的特徴についての実験的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　従来，子音・母音・音節等の小さな単位にとどまりがちであった音声研究

の対象をより大きな単位（語・句・文・談話）へと拡張し，抽象的音韻表示

と具体的連続音声の関係を実験を通して明らかにする必要がある。本研究は，

そのための理論的検討と基礎的実験を行う。本年度はフォーカス現象の生理

学的基盤についての実験的検討を行う。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語行動研究部第2研究室

　研二究員　前川喜久雄（4．7．1から主任研究官）

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　東京大学医学部音声言語医学研究施設の協力を得て，東京方言でフォーカ

スのおかれた発話の筋電図を輪状甲状筋と胸骨雪骨筋について採集した。ま

た熊本方言についても試験的に筋電図を採取している。現在，データの分析

中であるが，東京方言に関しては，以下の機会に成果の一部を発表した。

（1）「東京方言の文レベルでのピッチ下降現象の筋電図学的研究」日本音響学

　会講演論文集，1993年3月18日（佐藤努・桐谷滋・廣瀬肇と連名）

②「東京方言における核およびフォーカスの有無と喉頭制御」日本音声学会

　第287圓研究例会，1993年6月19日（桐谷滋・廣瀬肇・佐藤努と連名）

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　筋電図による検討を継続するとともに，これまでの成果をまとめる論文を

執筆する予定である。
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漢字仮名まじり文の読みの過程に関する研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　漢字仮名まじり文の読みの過程とアルファベットの文字体系による読みの

過程を比較することによって，漢字仮名まじり文の読みの特徴を明確にする。

　研究方法は，当面は，読みの際の眼球運動の測定を用いる。

B　担　当　者

言語行動研究部第二研究室

　部長　神部尚武

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　本年度は，7年計画（5年次まで特溺研究，以後一般研究）の6年次に当

たる。注視点のおかれた場所で周辺視によってっぎに注視点が移っていく場

所から得られる視覚的情報をディスプレイの上で舗御したとき読みの眼球運

動にどのような影響があらわれるかをしらべる実験を行っている。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　次年度は7年計画の最終年度に当たるので，さらに多くの被験者に対して

実験を行い，研究全体のまとめにむかいたい。
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方言文法地図作成のための研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　『方言文法全国地図』の原稿を作成し，『方言文法全国地図』を刊行する

ことを目的とする。

　『方言文法全国西園』は，文法事象に関するこれまでの研究に地理的視野

を与えることを目的としている。これまでの方言文法研究は，各方言におけ

る幽々の文法事象の特徴や文法体系の特徴を，共通語と対照しっっ，あるい

は方雷独自に記述するものが主であった。本書の刊行の目的は，これまでに

記述されている各地の文法事象が，どこに，どのような広がりをもって分布

しているかを，全国的な視野で明らかにすることによって，以下に記すよう

な分野の研究あるいは教育に貢献することにある。

　（D各地の文法体系に関する研究を促進する。

　（2＞分布類型論，および，方言区画論に寄与する。

　（3）文法事象の全国分布を言語地理学的に解明する。

　（4）全圏共通語の基盤とその成立過程を明らかにする。

　⑤文献研究による日本語の歴史と方言分窃との関連について考察する。

　（6）方言社会，あるいは，方言地域出身者に関わる国語教育・日本語教育

　　のあり方について検討する。

　　　　　　　　　　　　B　担　i当　者

言語変化研究部第一一研究室

　研究員　小林　隆　大西拓一一郎　白沢宏枝

　非常勤研究員　佐藤亮一　W．A．グロータース

　作図協力地方研究員　加藤和夫　篠崎晃一　三井はるみ

　「資料一覧」作成協力地方研究員　沢本幹栄
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平成3年度の各地地方研究員は次の各氏に委嘱した。

担当地区　　氏　湖

南東北　　加藤　正信

関　東　　大島　一郎

中　部　　馬瀬　良雄

東　海　　山m　幸洋

北　陸　　真田　信治

近　畿　　由本　俊治

中国1　　室山　敏昭

四　国　　土居　重俊

北九州　　愛宕八郎康隆

南九娼　　田尻　英三

沖　縄　　内闇　直仁

　所属機関（職）

東北大学文学部（教授）

神田外語大学言語科学研究科（教授）

広島女学院大学文学部（教授）

静岡大学人文学部（講師）

大阪大学文学部（助教授）

武庫絹女子大学文学部（教授）

広島大学文学部（教授）

（高知大学名誉教授）

長崎大学教育学部（教授）

福岡大学人文学部（教授）

千葉大学文学部（教授）

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1）肪言文法全國地図』の作成と刊行

　第3集「活用編ff」（地図および「資料一m’wa　j）の作成を行ない刊行した。

作業上，回答語形の採否および記号化の方法などについて，随時担当者全員

による「文法地図検討会」を開いて討議した。途中で生じた調査結果の不明

点については，地方研究員に問い合わせ，回答を得た。特に，琉球方言につ

いては無間直仁氏の助力を得た。一部の地方研究員には，作図や「資料一覧」

の作成に協力してもらった。

（2）『方言文法全国地図遜機械可読データの公開準備

　『方言文法全国地図』第2・3集「活用編」について，機械可読データの

公開準備を進めた。なお，公開の内容はデータおよびその利用に最低限必要

なプUグラムであり，希望者にのみ利用を許可する予定である。

（3）その他

　このテーマに関連して，『B本語学』11巻6号臨時増刊号「方雷地図と文
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法一文法研二究の地理的視界一」（1992．5）の企画・編集に，小林。大西・白

沢が協力した。内容は，『方言文法全国地図3の欝的（上記A「目的」参照）

に沿って編まれており，中に，本年度担当者の次の論文を収める。

　　　佐藤亮一「標準語・共通語の地理的：背景」

　　　沢木幹栄ヂ『方言文法全国地図』の「資料一覧」とその利用」

　　　小林隆洋へ」の消長についての方言地理学的一一考察」

　　　大西拓一郎「H本の方言地図と方言文法地図の動向j

　　　W．A．グロータース「外国の方言地図」

　また，日本語教育センター教材開発室が本年度刊行した『方言と日本語教

育』（日本語教育指導参考書20）は，

　　　「日本語方言の概説」（大西ig一一郎担当）

　　　「旨本語教育における方言」（備前徹担当）

を収めるが，これらは『方言文法全国地図』の成果を活用している。

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

（1）『方言文法全国地図』の作成と刊行

　第4集「表現法編Ijの作成を行なう。

　作業の途中で生じた調査結果の不明の点については，地方研究員に闘い合

わせ，園答を得る。一部の地方研究員には，作図や機械可読データの処理に

協力してもらう。

（2）『方言文法全国地図』機械可読データの公開準備

　肪言文法全国地図』第2・3集について行う。

（3）地方史誌所収方言関係文献の実態把握

　地図作成のためには，各地の方言に関する細かな情報が不可欠である。そ

のような情報が記されている可能性のある資料に，各地で出版されている地

方史誌（都道府県郡市町村史・誌）の類がある。ところが，それらの地方史

誌のどれにどの程度方書の記載があるのかはよく把握されていない。そこで，

試みにいくつかの県について，地方史誌での方言記述の実態を探る。
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方言分布の歴史的解釈に関する研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　方言分布の歴史的性格を解明し，その成果に基づいて従来の国語史を見直

す。ここでは，主に，方言・文献間における語の意味の対癒関係，方言の史

的位相性，全國方言分布の成立過程の三つのテーマについて明らかにするた

めに，基礎的な問題の考察，資料の整備，新たな調査の企画などを行なう。

国立国語研究所が，これまで蓄積してきた方書地理学的方法・資料を，今後

國語史に活かしていくという，発展的継承のための研究と位置付ける。

　　　　　　　　　　　　　B

言語変化研究部第一研究室

　研究員　小林　隆　白沢宏枝

　　小林は仕事の全体を担当し，

担　当　者

白沢はアルバイターの管理などに協力した。

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1）方雷・文献聞における語の意味対応についての考察

　本年度は，珀本言語地図』の関連項目地図作製のための作業を続けた。

主に，前年度調査した資料について，フェイスシーートの整理や調査地点番号

の付与など基礎的な作業を行なった。

②方言の史的位相性についての考察

　本年度は，コマ（駒）という語を材料に，歌語と方言との位相面での関係

を通次的に考えようとした。そのために，特に文献上の用例収集と，上記（1）

の調査のうち関連部分の資料整理を行なった。また，『方言文法全圏地図』

第1集の格助詞「へ」「に」を対象とした地図を位相的な問題とからめなが

ら解釈し，結果を次にまとめた。
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　　「へ」の消長についての方言地理学的一考察（『H本語学』11巻6号，

　　　1992．5）

（3）全国方言分布の成立過程についての考察

　本年度は，周圏分布についての考察を続けた。これは，科学研究費「方言

周圏分布の事例収集とその諸特徴の概観のための調査」（奨励研究A）と連

動して行なった。特に，方言格助詞サの類の変則的な周圏分布について，

『方言文法全国地図』の解釈の他，用法詑述的な方言調査，文献国語史との

対比などにより考えた。一応の結論について，次のロ頭発表を行なった。

　　「坂東サ」の系譜（都立大学方言学会，1992．11）

　なお，考察の資料を得るための新しい全国調査の準備については，実施の

よりどころとなる科学研究費重点領域研究「鑓本人・N本文化の同質性と異

質性～その形成と動態一」（代表：岩井広実）の申請が採択されなかったの

で，作業を見合せた。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　このテーマの研究期限は本年度で切れる。期間中に達成できなかった点に

ついては，次年度から開始するテーマ「『方言文法全国地図』『日本言語地図』

分析のための基礎的研究」の初年度に引き継ぎ，そこで終了させる。

一33一



自然科学用語の変遷と定着

　　　　　　　　　　　　　A　匿　　　的

　日本語は，江戸時代末期から明治時代にかけて急激に語彙を増やし，それ

らによって西洋から取り入れたものごとを言い表わすことができるようになっ

ていった。その時期に増えた語彙の多くは漢語である。このように大きな流

れは明らかになっているが，それらのうちの具体的な語の歴史をたどった研

究は乏しいので，変化のタイプの異なる語を取り上げて詳しく記述し，現代

のB常語として定着した様子を明らかにする。

　この研究で扱う分野は，語彙の面で著しい変化のあった自然科学であり，

具体的には，数学・物理学・化学・生物学・天文学・地学の6分野である。

それらの諸分野から語史的に重要な語を一定の手続きを経て約250語ほど選

び出し，それらをいくつかのタイプに分けて各タイプの代表的な語の歴史を

詳細に記述することによって，現代語の語藁の重要な部分が，いかにして形

成されたかを明らかにする。なお，本研究は5年計画の「自然科学用語の語

史研究」でし残した調査研究を継続するものである。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

書語変化研究部第二研究室

　部長　梶原滉太郎　　研究補助員　中山典子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．自然科学関係の専門書・概説書・啓蒙書などから用例を増補採集した

　（数学。物理学。化学。生物学。天文学。地学について行った）。

2．近代につくられて現代に定着した自然科学用語の具体例を検討してゆく

と，それらはA～D2までの五つのタイプに分けられることが明らかになつ

一34一



た。本年度は上記の各タイプのうち，最も変化の激しいAタイプの代表的

な語を取り上げて「『温度計』の語史一近代漢語（Aタイプ）の変遷と定

着一」（梶原滉太郎）という論文にまとめて『研究報告集』（第14集，秀

英出版）に発表した。昨年度はBタイプの代表的な語を取り上げて「『天

文学』の語史」という論文にまとめて『研究報告集』の第13集に発表し

ているので，変化の最も激しいタイプから順番に二つのタイプの代蓑語に

ついて，具体的な歴史を明らかにしたわけである。

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

1．自然科学関係の専門書・概説書・啓蒙書などから用例を増補採集する。

2．本年度までに扱ったA・Bタイプの語に続いて，Cタイプの代表的な語

を取り上げて，その語史の論文を執筆する。
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人文関係用語の訳語索引の作成

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　本研究は，幕末から昭和までの英和辞典61種を使って，入文科学関係の

英語見出し300語の訳語の変遷を明らかにする。

　国内では，森岡健二（『近代語の成立』，『語彙の形成』），松村明（『洋学資

料と近代日本語の硯究』），飛田良文（「げんこ〔言語〕」『講座5本語の語彙』

第10巻所収）などによって，『英華字典』や『英和和英語林集成』などの訳

語について断片的な研究はあるが，多くの辞典を系統的に研究したものはな

いQまた，国外でこういう研究が行われたこともないと思われる。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語変化研究部第二研究室

　部長　梶原滉太郎　　研究員　山田貞雄（平成5年3月1日着任）

　研究補助員　中山典子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．索引の見出しの形を決定するため，訳語の読み方を調査検討した。英語

見出し300語のうち，本年度は残りの100語の訳語について検討したが，

それらを完了するには至らなかった。そして，昨年度までに一応決定した

見出し形のうちにも，一部分については再考の余地があることがわかった。

　したがって，この作業は拙速を避けて，じっくり取り組むことが大切であ

るという結論に達したので，今後は英和辞典の記述スタイルの時代的相違

などに再度注目して検討することなどを確認した。

2。近代語の資料調査の一環として，天理図書館の所蔵本について語学的お

よび書誌的な調査を行った。
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　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

1．引き続き300語の見出しについて，全ての訳語の「よみ」の調査を続け

る。次年度は英語見出しの残り80余語について調査を続け，さらに，そ

れらの訳語の表記上の文字連結と，その文字表記に与えられうる可能なか

ぎり妥当性の高い語形（よみ）との間にある悶題を検討してゆく。

2．300語の訳語の内容を今後電子化情報として保存・活用することを昌的

に，その方法論問題点の検討に入る。
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近代語の探索的研究

　　　　　　　　　　　　　A　圏　　　的

　本研究は，現代語の直接の源流である江芦末期や明治期の言語を多角的な

観点から概観し，それらの成果を近代日本語の今後の研究の指針とするもの

である。そのために，（a）これまでに使われてきたもののほかにも有益な資

料となる文献はないかどうかを異体的に検討する。その作業として，とくに

語彙研究に適した資料かどうかを判定する目的で，多くの分野の文献を予備

調査する。（b）この約5年間に近代日本語の研究が学界全体でどのように進

歩してきたかを詳しく知るため，その時期に出た著書・論文のうちで特にす

ぐれたものを選び出して検討を加える。その作業によって，今後補うべき諸

点も浮かびあがってくる。’

　　　　　　　　　　　　　B　担　i当　者

言語変化研究部第二研究室

　部長　梶原壽太郎　　研究捕助員　中山典子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．これまでに近代語研究の資料としては，ほとんど使われなかったものの

うちから次の諸文献を選び，主として語彙について重点的な調査を行った。

　　『寺田寅彦全集』（：全16巻のうちの15巻分）・『中谷宇吉郎随筆集』

　（1柵）・『雪』〔中谷宇吉郎〕（1冊）・『米欧園覧実記』〔久米邦武〕

　（5冊）・『北磋聞略』〔内掛甫周〕（1冊）。

　　これらは，すべて語策研究の資料としてすぐれていることが明らかにな

った。これまでの資料は文学作品に片寄ったきらいがあったけれども，上

記の諸文献は，その弱点を補うものとして重要である。
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2．この約5年聞に出た近代語の研究成果を見渡した結果，次の諸点が注営

　すべきことがらだと思われる。

　○『改訂　近代語の成立　語下編』〔森岡健二（編著）〕が出た。これは

　　旧版が出てから20余年ぶりの刊行である。内容の変化については旧版

　　の2章分を削除して新たに4章分を加えている。

　○『近代語の成立　文体編』〔森岡健二（編著）〕が刊行された。

　○漢字講座の第8・9巻にあたる『近代B本語と漢字』および『近代文学

　　と漢字』は，それぞれの実態を知るのに便利である。一部にはオリジナ

　　リティーに富んだ論文もある。

　○『近代漢語辞書の成立と展開』〔松井利彦〕が出た。近代の語藁史を発

　　展させるための重要な基礎研究である。

　○『東京語成立史の研究』〔飛田良文〕が刊行された。書名のテーマにっ

　　いて，音韻・文法・語彙など多くの観点から分析を試みたものである。

以上，単行本の類を見渡した結果，語彙研究については墓礎固めの労作が出

たけれども発展は今後のことである点が明らかである。また，文体と漢字表

記の研究について実態把握の作業がかなり進んだことがわかる。

　次に，論文集や雑誌などを見渡すと，近代漢語の具体的な語史をいくつか

徹底記述した荒川清秀氏（中国語学者）の諸論文が特に注目される。また，

梶原がここ2～3年目うちに発表した近代漢語の変遷と定着についての論文

やll頭発表について学界から少なからぬ反応があった。荒川氏と梶原の方法

の共通点は，取り上げる語の選択に相当な準備をおこなうことであり，さら

に，取り上げた語については一次資料を中心に豊富な用例採集をおこない分

析している点である。そして，語の選択については，無限に多くの語を取り

上げることが不可能であるため，いかにして語史的に重要な語に限定するか

を徹底しなければならないと思う。

　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

この研究は1年計画のものであり，本年度で終了する。

一39一



日本語音声の韻律的単位に関する記述的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　本研究は，E本語音声の韻律についての研究のうち，韻律の時間軸上の単

位であるモーラ・シラブルの持続時闘が，モーラ・シラブルの文申の位置関

係，韻律要函であるアクセント・イントネーションとの関係によって，どう

変動するかを調べることを目的とする。

言語教育研究部

　部長　晶晶孝子

言語教湾研究部第一研究室

　研究補助員　小高京子

B　担　当　者

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　東京語話者の発話を追加収録し，句末，平叙文末，疑問文末，問い返し文

末のモーラ・シラブルの持続時間の測定を行い，アクセント・イントネーシ

ョンといった韻律的弓困との関連を検討した。

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

音声資料の分析を継続し，結果を整理する。
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漢字の学習指導の実態に関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

児童・生徒の漢字の習得傾向と漢字の学習指導の実態を明らかにすること

を目的として，昨年度から開始した。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語教育研究部第一研究室

　室長　島村直己　　研究補助員　小高京子

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1＞科研費「常用漢字の学習段階配当のための基礎的研究」（1982～1984年

　度）で行った漢字の習得渡調査の分析を行った。

②科二三「漢字情報のデータベーース化に基づく常用漢字の学習段階配当に

　関する研究」（1986～1988年度）で行った漢字の学習指導に関するアンケー

　ト調査の分析を行った。

③報告書の原稿の執筆を開始した。

D　次年度の予定

報告書を刊行する。
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児童・生徒の語彙能力の調査方法に関する研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

覧童・生徒の語彙能力の調査方法に関して基礎的な研究を行うことを目的

として，昨年度から行っている。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語教育研究部第一研究室

　室長　島村直己　　研究補助員　小高京子

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（玉〉文部省が行った「児童・生徒の語い力の調査」の準備調査（昭和32年度）

　の結果を電子計算機に入力した。

②児童・生徒の語彙発達に関する調査資料を収集した。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　文部省の「児童・生徒の語い力の調査」の準備調査のデータを校正して，

各種の分析作業を行い，児童・生徒の語彙能力の問題点について検討する。
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幼児・児童の書きことばの獲得に関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　幼児ならびに就学前後の児童の読み書きの獲得過程を明らかにする。とく

に幼児・児童の書きことばの獲得を可能にしている社会的。文化的な状況に

面詰して，その構造と機能を明らかにする。

B　担　当　者

言語教育研究部第一研究室

　主任研究官　茂呂雄二　　研究補助員　小高京子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1＞自由保育時闘の幼児一保母の自発的な文字使用資料の収集とその文字化

　約50時聞分の資料の文字化を進めた。

（2）一斉保育場面の対話資料の収集と分析

　資料の文字化を進めた。

（3）異なる保育・教育制度下の会話資料の収集と分析

　小学校資料の追加を行なった。文字化およびその分析を進めた。

〈4）プレリテラシー関連・談話分析研究関連の文献情報の収集

　収集を継続した。談話分析関連情報については国立国語研究所研究報告集

　に研：究をまとめた。

　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

上記（1）～③については資料収集と文字化・分析を継続する。
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教育基本語彙データベースの構築

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　教育基本語史に関するこれまでの研究を整理するとともに，各種教育基本

語彙を電子計算機上にデータベース化することを目的として，昨年度から行っ

ている。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語教育研究部第一研究室

　室長　臨村直己　　研究補助員　小高京子

日本語教育センター指導普及部教材開発室

　センター一長　甲斐睦朗　　室長　中道真三男

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1）教育基本語彙に関してこれまで行われた内外の研究を調査した。国語教

　育，日本ウ語教育に関しては，甲斐睦朗が担当し，外国（主に英米圏）の

　研究に関しては，小山揚子（関西外国語大学）の協力を得た。

（2＞阪本一郎氏の『教育基本語彙』と『新教育基本語彙』のデータベース化

　を行った。また，国語教育，日本語教育に関する基本語彙を電子計算機に

　入力した。島村直温，小高京子，中道真木男が担当した。

　　今年度に入力した語彙データは以下のものである。

　阪本～郎『B本語基本語藁幼年之部』明治図書，1943年

　阪本一郎『絵本の研究　6歳児の親近語藁集付』日本文化科学社，1977年

　田中久直『国語科学習基本語藁：・指導：の実際』新光閣，1956年

　中央教育研究所『学習基本語彙』中央教蕎研究所，1984年

　岡本禺一『日本語基本語彙』国際文化振興会，1944年
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池原楢雄『国語教育のための基本語体系』六月社，1957年

児童言語研究会『言語要素指導：』明治図書，1962年

国立国語研究所『現代雑誌九十種の用語用字（1）』秀英出版，1962年

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　（1）の教育基本語彙の文献研究に関しては，そのまま続行する。②の教育基

本語iのデーータベース化に関しては，データベースの完成を意図する。
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国語関係新聞記事の蓄積と活用の研究
　　　　　一一『台帳』の整備と試験的活用一

　　　　　　　　　　　A　鑓　　　的

　日本の言語事情を反映する資料として，ことばに関する新聞記事を収集す

る。また，国立国語研究所所蔵の記事資料を奮効に活用するため，記事目録

の『国語関係記事台帳』（『台欄）を作成し，試験的な研究を実施する。本

年度は，（1）國語関係新聞記事を収集・整理し，②『台帳』の作成を継続する

とともに，㈲入力済データの整理，及び，記事検索のためのキーワードの整

備を行う。さらに，（4）『台帳』を資料とした試験的な研究を行う。

B　担　当　者

情報資料研究部第一研究室

　室長（事務取扱）　江川　清

　研究補助員　辻野都喜江

研究員　池田理恵子　中曽根　仁

　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．国語関係新聞記事の収集・整理を継続した。

2．『台帳』の作成は外注によって継続し，その際形式を一部変更した。

3．過去に作成した『台帳』を整理し，分類。キーワードについて検討した。

4．蓄積記事の活用法について検討し，『台娠』からの資料収集を行った。

　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　『台雌t』の作成・整備，及び，分類・キーワードの検討を継続するととも

に，蓄積記事を資料とした試験的研究をすすある。
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社会言語学資料についてのデータベース作成

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　国立二三研究所が創立以来蓄積してきた社会言語学的調査研究資料の有効

活用をはかるための社会言語学資料デーータベースの構築を目指すとともに，

研究所外に蓄積されている社会言語学的調査資料の調査収集を行う◎

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

情報資料研究部第二研究室

　室長　米田正人　　研究員　熊谷康雄　　研究補助員　二部よし子

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　3年計画の第2年次として，全体的な研究計画を検討するとともに，以下

に示す作業を行った。

重．所内蓄積資料の整理とデータ化

　　圏立国語研究所が創立以来蓄積してきた社会言語学的調査資料を整理し

　一部資料について計算機入力を行った。

2．データベースの試作版作成

　　上記資料についてのデータベース化作業を開始した。

3．所外資料の調査

　　国立国語研究所外で作成された社会言語学的調査資料の所在等に関する

　情報を収集した。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　3隼計画の最終年次にあたる次年度は，以下の作業を行う予定である。

1，所内蓄積資料の整理とデータ化の継続
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　　昨年度に引き続き，国立困語研究所内の社会言語学的調査資料について

　順次調査整理を行い，計算：機入力を続行する。

2．上記デーータのデータベース化

　　討算機入力済みの上記データについて，データベース化の作業を完了さ

　せる。

3．所外資料の調査収集

　　国立国語研究所外で作成された社会言語学的調査資料の所在等に関する

　情報を収集し，入手できる資料についてはデータの収集も行う。

一48一



地域言語の計量的研究方法に関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　H本でも諸外国においても，地域的なバリエーションの醗究や地域社会に

おけるバリエーションの研究において，各種の計量的な研究方法が盛んになっ

てきている。これらの研究は同じ事象に関わっていても，その研究の背景や

問題意識の持ち方はそれぞれに異なる。本研究では，内外の研究をできるだ

け広く調査研究し，主に研究方法に焦点を当てた分析整理を行なうことを目

的とする。その際この種の研究とは不可分である計算機の利薦について，

その現状と，この種の研究にとってのあるべきシステムの姿を考える。

B　担　当　者

情報資料研究部第二研究室

　研究員　熊谷康雄

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1）昨年度に引き続き，計量的な論文を中心とする文献調査，言語の地域差

　の扱いに関する特徴的な方法について方法論的な比較検討を行なった。

（2）計量的な研究において有用な計算機環境に関する情報収集と検討を行な

　つた。

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

内外の文献について，文献調査を継続すると共に，事例の計算機によるデー

タ解析を行ないっっ方法論的な検討を行ない，金体の取りまとめを行なう。
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言語情報資料緊急整備

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　圏立国語研究所が創立以来蓄積してきた多量の録音・録画資料を，将来に

渡る長期間の使用に耐え得るよう，継続的に保存事業を行っていく。資料ご

との保存方法決定に際しては，資料保存という側面に加え，資料の有効利用

という観点も充分に考慮する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

情報資料研究部第二研究室

　室長　米田正人　　研究補助員　礒部よし子

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　録音・録画資料の保存のための方法・機材などについて検討を撫え，特に

劣化の激しい録音資料について，デジタルオーディオテープへのダビング作

業を行った。なお，効率的に作業を推進させるため，デジタルオーディオ編

集システム（SONY製）を導入した。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　国立国語研究所所有の録音資料のうち，劣化の度合いの激しいものから順

次，デジタルオーディオテープへのダビング作業を行っていく。当面は録音

資料についての作業を優先させる予定でいる。
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日本語情報資料データベース構築
　　　　のための準備的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　この研究の目的は「ff本語情報資料データベース」を購築するためにはど

のような問題があり，現状ではどの程度まで実現可能であるかという見通し

を立てることにある。本年度達成すべき目標は日本語情報資料データベース

のサブシステムとなる「音声情報資料データベース」と瀞止画像情報資料

データベーース」のモデルシステムの開発と，これら2つのデータベースを構

築する際の問題点を抽出することである。

　なお，「日本語情報資料データベース」とは日本語に関する研究と教育の

ために必要な文字情報・音声情報・画像情報を含む資料を収録対象とする総

合的なデータベースのことである。その構成は以下の通り。

　（1）文字情報資料データベース（文字データ）

　　　　文体解析システム，語難調査システム，文字KWICシステム，テキスト・
　　　ア一議イヴなど

　（2）音声情報資料データベース（音声データ）

　　　　音声KWICシステム，音声付き電子化辞書など

　（3）画像情報資料データベース（画像データ）

　　a瀞止画像情報資料データベース
　　　　静止画像KWICシステム，静止画付き電子化辞書，電子雷藷地図検索シス

　　　テムなど
　　b．勤薩像情報資料データベース

　　　　動画像KWICシステム，動画付き電子化辞書など

　（4）複合情報資料データベース（文字データ＋音声データ＋画像データ）

　　　　マルチメディアKWICシステム，マルチメディア情報付き電子化辞書，マ
　　　ルチメディア情報付き電子書語地図検索システムなど

情報資料研究部第二研二究室

　主任研究宮　伊藤雅光

B　担　当　者
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　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　日本国内の音声デ・一・一タベースと静止画像情報デー．タベースとの開発の現状

に関する情報を収集した。さらにf音声情報資料データベース」のモデルシ

ステムを2種，ド静止画像情報資料データベース」のモデルシステムを4種

開発し，それらを構築する際の問題点を抽出した。

a．音声情報資料データベースとその資料

　①録音資料校合作業支援システム・…　　『平曲』「那須与一」

　（2）録音資料校本検索システム・・・…　　　　　同　上

　　＊平魏の語り手と音源の種類

　　　・前田流名古屋派　佐藤正秘1890－1946）1種，井野周幸次（1904－1985）7種，
　　　　三品正保（1920－1987）3種，土居崎正富（1920一）3種

　　　・前田流仙台派　館山甲午（i894－1989）2種

b．静止画像情報資料データベースとその資料

　（1雑体仮名用例検索システム・・・…　　ガ酋書源氏物語』「空蝉」

　②電子古辞書検索システム・・・・…　　『保延本　法華経単字』

　③漫画用語例検索システム。。・・…　　『アキラ』（日本語版）

　（4旧英対照漫画用語例検索システム・。。『アキラ』（日本語版）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　『AK王RA』（英語版）

　なお，静止加島情報資料データベースについてはすでに論文となっている

ので，ここでは音声情報資料データベースについて述べることとする。

1．音声情報資料データベース

　音声付き用例検索システム（あるいは音声KWICシステム）は簡単にい

うと「コンピュータを使って用例を検索するためのシステム」だが，従来開

発されてきた用例検索システムと異なる点は，文字で表された用例（電子化

テキストデータ）だけではなく，その用例の音声データをも検索し，それを

コンピュータに実際の音声として出力させる点にある。このシステムは「平

曲」の録音資料批判，つまり，問じ語り手でも時を隔てるとその発音や語彙

などに違いが出てくるため，複数の音源を比較対照して，より古い「語り」

を明らかにするための作業を支援する道異として開発したものである。「録

音資料校合作業支援システム」，「録音資料校本検索システムjはそれぞれプ
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ログラム，音声データ，電子化テキストデータにより構成されている。「校

合作業支援プログラム」の流れは次の通り。

　（1｝文字データの本文が冒頭からコンビ＝一タ画颪に表示される。各用例は（a）漢字仮

　　名交じり裏記（図1，63－la），（b）板名表記（63－1b），（c）検索用疑似音声記号表記（63－

　　lc）の3っの表記がセットとなって表示される。音源はその語り手と録音された奪

　　に基づいて，それぞれ記号が付けられており，そのリストが画薦下に表示される。

　②利用者は聞きたい音源の記号を入力してから，聞きたい用例の番号を入力するとそ
　　の音源のその用例だけが音声として出力される。

　（3）つぎに比較したい別の音源の記号と用例番号とを入力すると別の音源の音声が鵡力

　　される。2回以上その発音を聞きたければ，聞きたい回数だけ用例番号を挿し続け
　　ればよい。作業は冒頭からではなく，征意の用例から始めることもできる。

　「録音資料校本検索プログラム」も別の音源の音声を比較するという点は

岡じであるが，表示させたい被検索情報（キーーワードなど）をもつ用例だけ

をKWIC形式で表示する点と，各用例のセットが（a）漢字仮名交じり表記，

（b）仮名表記，（c）検索用疑似音声記号表記のほかに，各音源の（d）疑似音声

記号表記（63－5i，6i，7i），（e）音調表記（63－5ia，6ia，71a）カs加わる点が異なってい

る。また，検索した用例の音声をテープレコーダーに録音したければ，用例

選択時にプラグ付きコードを通して録音することもできる。

63－la，

63－lb，

63－lc，

63－5ia，

63－5i，

63－6ia，

63－6i，

63－7ia，

63－7i，

（口説）永き　　御方の　　　御弓矢の　　概にて　候ふべし。

　　　ナガキ　　ミカタノ　オンユミヤノ　キズニテソーm一ベシ

　　nagaki　mikatano　onyumiyano　kizunite　so：ro：besi
　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　nangaki　mikatano　on：yumiyano　kizunite　so：ro：besi：

　　　　　　　　　　　　／一
　　　　　　　　　　　　〇nyumiyano
　　　　　　　　　　　　／ww　nd－nd－th　th－
　　　　　　　　　　　　onyumiyano　so：ro：besi：

　　　　　　　図1　文字データ検索結果

　「Slzen」の語り手は井野川幸次氏と館山甲午氏とを主な対象にした。井野

川氏の録音資料（昭31～46）を比較してみると，「音調の上がり目と下がり目

の異同」と「語藁面での異岡」とが指摘でき，館山氏の録音資料（昭30・46）
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では，音声面の全般にわたって変化していることが明らかになっている。

　この研究で本システムが威力を発揮したのは，「音声の用例検索の効率化」

はもとより，「音声の聞き比べ」「多種の録音資料の取扱い」「音声の繰り返

し再生」が極めて容易になった点である。これらの点はテープレコーダーを

利用した時に比べて，格段の差がある。今園の事例研究のテーーマは本システ

ムがあってはじめて実現できたといっても過言ではない。

2．成果の発表

a．音声椿報資料データベース

　（1）口頭発表「音簿付き用例検索システムについて一ヂ平曲」録音資料批判を事例研究

　　として一」，平成5年5月23日，於京都女子大学，平成5感度無塩学会春季大会
　　＊口頭発表の後，デモンストレーションも行った。

　②発表要旨「音声付き用例検索システムについて一「平曲」録音資料批判を事例研究
　　として一」，平成5年9月，『国語学』174，p．69－70

b．静止函像情報データベース

　（11口頭発表「画像KW互Cシステムについて」，平成4年3月3日，於　統計数理研
　　究所，平成3年度　統計数理研究所・国立畏族学博物館合同研究会「文字・画像デー

　　タベースとその利用に関する総合的研究」＆「文献情報のデータベースとその利用
　　に関する研究」　＊「変体仮名用例検索システム」を申心に発表し，デモンストレー

　　ションも行った。

　（2）口頭発裏「電子化テキストと画像データ」，平成4年5月23日，於　筑波大学，平

　　成4年度国語学会春季大会，テーマ発蓑　＊上記，静止画像情報資料データベース
　　の4システムについて発表し，デモンストレーションも行った。

　（3＞論文「電子化テキストと画像データ」，平成4年9月，『国語学』170，p．111－122

　　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　本年度に引続き，F日本語情報資料データベース」のサブシステムとなる

「動画像情報資料データベース」と「複心情報資料データベース」に関する

情報を収集するとともに，それらのモデルシステムを開発することにより，

それらを構築する際の問題点を抽出する予定である。
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文献情報の収集・整理法に関する研究
　　　一データベース化のための基礎的研究一

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　本研究は，文献情報の機械入力処理システムを完成させることにより，国

語年鑑データの機械可読化ならびに国語年鑑作成の自動化をはかる。国語学

及び関連諸科学の研究動向を把握し，より効率的に文献情報を提供するため

に，文献・研究情報全般について，収集法及びその整理法の研究を行う。

　本年度は，（1）雑誌論文文献目録の機械入力処理システムを完成させ，困語

年鑑1992年版の編集につなげる。（2）『国語年鑑』1992年版を編集・刊行す

る。（3）資料集『国語学関係刊行書副の原稿を作成する。（4）国語年鑑1987，

1988年版掲載文献目録のデータベース化を行う。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

情報資料研究部第二研究室

　部長　江川　清　　主任研究官　伊藤雅光　　研究員　偶藤菊子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．雑誌論文文献目録作成は機械入力処理システムにより，国語年鑑1992

年版の編集に一部分利用した。

2．掴語年鑑』1992年版の編集。刊行

①199i年中の文献・研究情報を収集・整理し，重992年版を作成（1992．12

　月刊）した。その一部分は，フロッピー原稿で作成した。

　一年聞の動向を知る手がかりとして，1992年版『国語年鑑』に採録し

　　た文献及び研究情報の冊数（点数）または件数を，目次に従って示す。
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第1部文献　　　（　）括弧内は前年の数である。

　刊行図書総数1，507冊（1，560冊）

国語一般　　　　　　　　　36（36）　　　　マス。コミュニ・ケーション　　3（3）

国語史　　　　　　　　　　37（2◎）　　　　国語問題　　　　　　　　　　5（5）

音声・音韻　　　　　　　　13（12）　　　　国語教育　　　　　　　　　146（160）

文宇・表記　　　　　　　　13（22）　　　　外国入に対する日本語教育　20（17）

語彙。用語　　　　　　　　37（54）　　　　言語（学）その他　　　　　53（61）

文法　　　　　　　　　　　20（13）　　　　辞興・用語集

文章。文体　　　　　　　　14（13）　　　　　辞典。用語集　　　　　　196（223）

方轡．民俗　　　　　　　　　　　　　　　72　（94）　　　　　　　　　　索弓1　　　　　　　　　　　　　　　　　　27　（25）

ことばと機械　　　　　　　6（6）　　　　参考資料　　　　　　　　111（93）

コミュニケーション　　　　　　　　　　　　国語研究資料　　　　　　　223（268）

　コミュニケーションー毅信語生活）26（51）　　　　199i無中のもの　計1，144（1，263）冊

　言語技籏（話し方・書き方）86（87）　　　追補（1990年12月以前のもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言十360（297）冊

　雑誌論文　総数支，976点（3，025点）

国語（学）　　　　　　　110（133）　　　　コミュニケーション　　　138（172）

国語吏　　　　　　　　　102（95）　　　　マス・コミュニケーション　29（81）

音斎・音韻　　　　　　　　58（96）　　　　国語問題　　　　　　　　　3（88）

文字・表記　　　　　　　　103（80）　　　　国語教育　　　　　　　　　76（571）

語tw　・用語　　　　　　　246（324）　　　　外国入に対する臼本語教麿　61（162）

文法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 274（261）　　　　　　　　言言吾　（学）　　　　　　　　　　　　　　　273（307）

文童・文体　　　　　　　　71（20G）　　　　参考資料　　　　　　　　　7（36）

古典の注釈　　　　　　　　41（86）　　　　書評・紹介　　　　　　　　48（44）

方醤’・民俗　　　　　　　　95（93）　　　　　1991年中のもの　計1，774（2，85G）点

ことばと機械　　　　　　　39（21）　　　　追　補（1990年i2月以前のもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計202（175）点
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　採録図書発行所一覧（538件），採録雑誌発行所一覧（576件）

第2部名簿　国語関係者名簿（国内1，935人，国外87人），各学会。関係

　諸団体（83団体）の活動状況ほか。

第3部資料　電子出版一覧（1992．7月末現在），平成3年度文部省科学研

　究費による研究題目（260件）・刊行費補助金による学術図書等（28件）

　の一覧ほか。

　　なお，前年度に続いて『国語年鑑』1954年前～1992年版に掲載した

　国語関係者名簿及び文献目録の著編者名のよみかた，文献情報を，電子

　計算機に入力し，次の「名簿資料」の補充及び修正を行った。

　　　（1＞国語年鑑掲載文献著編者名よみがな辞書’92（24，030件）

　　　〈2）国語年鑑掲載文献著編者別資料’92（1986年版～）

②国語年鑑1993年飯作成の準備をした。

3．資料集『国語学関係刊行書目』作成のための研究

①補充文献を収集した。

②下位分類及び複数分類を行い，分類コードを付加した。

4．国語年鑑1988年版掲載刊行図書文献目録のデータベース化を行った。

　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

1．文献目録の機械入力処理システムを構築する。

1）雑誌論文は，システムを完成させ，国語年鑑1993年版の編集につなぐ。

2）刊行図書文献目録のシステムは，一部分について構築し，実験を行う。

2．文献収集基準案を検討する。

3．「国語年鑑」1993年版を編集・刊行する。

　　雑誌論文文献目録は機械処理による。

4．資料集「国語学関係刊行書目」の原稿を作成する。

5。国語年鑑1987年版掲載の文献目録のデータベーース化。
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大量日本語データの蓄積と検索
　　　　に関する基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　各種の用語用字調査および日本語資料の作成に必要なシステムやデータベー

スの構築および各国語の資料を総合的に処理する漢字の符号化の方法に関す

る研究をおこなう。この研究で得られた基礎的な技術は，現在日本語研究に

使用する基礎資料の整備やデータベースの作成への利用のほか，長期間臼本

語データを保存し管理するための方法の確立，外国人の日本語教育用の教材

開発や教育用の辞書の作成，大規模の漢和辞書の電子媒捧による出版への応

用が可能になる。そのほか，これらの基礎技術を通して得られた知見をもと

に日本語処理に必要な電子計算機システムの構成と機能に関する研究をおこ

なう。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

情報資料研究部・電子計算機システム開発研究室

　室長　斎藤秀紀　　研究補助員　米田純子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　現在日本語の用例をデータベース化するため，新聞3紙（昭和41年度発

行。朝日。毎日・読売各1年分）を対象にK：WIC（約200万用例）のデータ

修正作業をACOS630上でおこなった。また，これまでの漢字調査の各種情

報，漢掬辞：書（大毒鞠辞典，新字源，大字典）の属性情報，各種の装置で使

用されている漢字符号をまとめ，漢字に対する総合的な機械辞書を作成する

作業を引き続きおこなったく辞書項目47，見出し漢字JIS　XO208－1978琿版

第2水準まで）。
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　そのほか，言語資料をデータベース化するため中国・韓ee　e日本語を混在

できる多国語表現用の構造化した4バイト漢字符号の研究をおこない，漢

和辞・書の検字番号を94進化16進数変換する方法が情報交換用の遍信規約を

満足できることを確認した［1］。

〔1］斎藤秀紀：漢字コードのメタコード化の方法，情報処理学会第46回全

　　国大会講演論文集（1），（1993）．

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

（1）新聞KWIC用例集・漢字総合辞書の作成を中心にデータの修正をおこなう。

②大量日本語データを電子媒体化するための漢字符号の理論面の確定と実

　験による検証をおこなう。

③言語処理のための電子計算機システムのありかたをソフトウア・装置の

　両面から探る。
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言語処理システム上での漢字の情報
　　　　伝達特性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　A　鐸　　　的

　言語処理システムを雄蕊系と機械系の相互作用の面からとらえて，漢字の

情報伝達特性に関する基礎資料の収集をはかる。特に，名詞の漢字表記が人

闇の言語認知に及ぼす影響を記憶および知識形成の側面に焦点化して検討す

る。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

情報資料研究部電子計算機システム開発研究室

　研究員　横由詔一　　研究補助員　米田純子

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1）漢字・仮名認知に関する内外の資料を収集し，内容の分析を進めた。

②連想記憶理論に基づく漢字の記憶モデルを作成し，その妥当性を検証す

　るための予備的な実験を行った。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

漢字と仮名のパターン性の差異を実験的に検討する。

一6e一



国語辞典編集のための準備的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　辞典編集に先立って，決めなければならない諸種の基準を定める。諸種の

基準とは，例えば見出しの単位，見出し選定基準，記載事項，各記載事項ご

との細目や作業手順などである。平成3年度から5年間をかけて方針策定に

必要なデータを準備する。

B　担　当　者

国語辞典編集室

　室長　木村睦子　　研究員 加藤安彦　藤原浩更

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　テーマは次の4点である。

（1）語彙の記述単位の研究（藤原）：スカウト式爾例採集で採集した爾例にイ

　ンデックスを付与する段階で生じた問題点を整理し，手引としてまとめた。

（2＞辞書記述法の研究（加藤）：国語辞典，対訳辞典，類語辞典など各種辞書

　における記述方法の調査。

（3）基本度関数について（木村）：各見出し語の基本度を計るための関数3種

　を実際のデータで実験した。

（4＞表層格と深層格の対応関係調査（木村）：前年度に続き，4期国定読本や

　朝日新聞のデータを用いて実態調査を行っている。

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

上記の4テーマのうち③のみ終了とし，他は次年度で締めくくる予定。
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国語辞典編集のための用例採集

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　β本語用例辞典「秘本大語誌」（仮称）編集のため巳本語全般の用例集め

を最終的な目的とするが，当面の目標を19G1年～1950年（明治34年～昭和

25年）に置き，なるべく広範麗に用例を採集する。

国語辞典編集室

　室長　木村睦子

　調査員（非常勤）

B　担　当　者

研究員　加藤安彦　藤原浩史

飯島　満　奥村大志　貝美代子　菅野　謙

久池井紀子　林　大　長谷川佳男　山田雅一

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．園語辞典編集調査会の開催

調査会の委員には所外委員10入，所内委員5人である（任期平成3・4年）。

　（所外委員）　菅野謙　　　大正大学教授

　　　　　　　阪倉篤義　　京都大学名誉教授

　　　　　　　佐藤喜代治　東北大学名誉教授

惣郷正明

田島宏

林　大

松井栄一

馬渕和夫

山田俊雄

頼惟勤

朝日新聞社社友

明治大学教授

国立国語研究所名誉所員

前山梨大学教授

前申央大学教授

成城大学学長

千葉経済大学教授
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　（所内委員）　江川　清　　情報資料研究部長

　　　　　　　　甲斐睦朗　　臼本語教育センター長

　　　　　　　　中野　洋　　言語体系研究部長

　　　　　　　　西原鈴子　　日本語教育指導普及部長

　　　　　　　　二三正人　　情報資料研究部第2研究室長

調査会は1回開催し，下記の議題について検討した。

　第1回　平成4年12月18巳

　　1．『太陽』データベースの構想

　　2．「国語辞典編集のための準備的研究」についての報告

2．スカウト式用例採集

2⊥用例採集

　総合雑誌『太陽』（18954928月刊）を中心にし，高密度の用例採集を行

　う。また，文学作品から低密度の用例採集を行う。

22資料収集

　著作権者の承認を得てあるので，文学作品の初版単行本を複写する。

2．3用例入力

　雑誌の用例は採集語に出典番号を付して入力する。文学作品のみ文脈付き。

2．4．インデックス付与

　2．3で入力した用例にインデックスを付与する。雑誌は16ヵ月分の作業を

　終了し，文学作品は小説22作品が終了した。

2．5．インデックス・ファイル作成

　2．4で編集したファイルを資料ごとに統合する。『太陽』では，1901年分

　の所在索引が完成した（約15万例）。

（スカウト式用例採集通信研究員）

　　荒尾　禎秀　　東京学芸大学教授

　　乾　　とね　　上智大学大学院博士課程後期在学中

　　柏木　成章　　大東文化大学助教授

　　神芦　和昭　　千葉大学助教授
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田中　牧郎

中田恵美子

中田　敏夫

信時　哲郎

服部　　隆

聴z澤　　啓

樋渡　　登

藤原　糞理

三井はるみ

村山　昌俊

湯浅　茂雄

昭和女子大学講師

申京大学助教授

愛知教育大学助教授

上智大至大学院博士課程後期在学申

福岡女学院大学講師

和歌山大学助教授

都留文科大学教授

元東北大学助手

昭和女子大学園師

埼玉短期大学助教授

ノー5ルダム清心女子大学助教授

なお，以上のスカウ5式用例採集は，藤原・木村・菅野・飯島・由田・長谷

川が担当した。

3．圏定読本激語総覧の編集刊行

3．1　『国定読本爾語総覧7』（4期サクラ読本　て～ん）の刊行

　　i～6期の国定読本の中で4期については編纂趣意＝書が特に詳しく，漢

　字の読みも新出と読み替えの時だけでなく，問題になりそうな場合に随時

　示されている。これに伴って3期以繭についても再検討を要する部分が生じた。

3．2　『圏定読本用語総覧8』（5期アサヒ読本　あ～つ）の編集

　平成5年6月に刊行される予定である。

3．3　総集編作成準備

　以上の『国定読本用語総覧』編集は，木村・加藤・藤原・飛田・林・貝。

久池井・山田・奥村が担当した。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　引き続き用語総覧の編集干桁及びスカウト式用例採集作業を進める。用語

総覧には5期から一部KWIC形式を取り入れる予定。スカウト方式につい

てはできる限りインデックス付与にカを注ぐ。
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日本語の対照言語学的研究

一疑問表現に関する文法論的研究一

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　モダリティを表示する文末表現が発達している巳本語・中国語・朝鮮語を

対象に擬問表現の普遍性と欄別性」という問題について考察する。

　　　　　　　　　　　B　担　当　者

ff本語教育センター第一研究室

研究員　井上　優

　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1）次の二つのテーマについて基本的なアイディアがまとまった。

　　・否定辞を含むYes－No疑問文の二義性，とりわけ，いわゆる「非分

　　　析的な否定疑問文」の基本的な意味

　　・扇本語・中圏語の省略疑問文「～ハ？」「～囎？」の使用条件及び

　　　意味算定プロセス

②国立国語研究所報告書105『研究報告集14』に次の論文を発表した。

　　　「発話における『タイミング考慮』と『矛盾考慮』一命令文・依

　　　頼文を例に　　」

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

（i）上記のXXっのテーマについて論文を執筆し，公表する。

②巳本語の複合モダリティ形式「ダロウネ」の意味・機能について考察

　する。

（3）モダリティに関する対照研究の枠組みについて考える。
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日本語否定表現の用法に関する基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　日本語の否定を表わす諸形式が，文章の種類や会話の場面ごとに実際にど

のように使われているのか，具体的な用法を明らかにし，中・上級レベルの

臼本語教育のための基礎資料とする。

　本年度は，3年計画の第2年次として，（a）新聞，その他の文章，及び会

話から資料収集を行い，分類・整理を進める。（b）先行研究の文献調査を行

うとともに，理論的研究を進めるために随時研究会を開催する。

　　　　　　　　　　　　　B　掻　当　者

日本語教育センター第一研究室

　室長　相澤正夫　　研究員　井上　優

言語体系研究部第一研究室

　研究員　山崎　誠

言語教育研究部

　部長　鮎澤孝子

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（a）前年度に引き続き，日刊6紙（読売，朝日，毎日，ヨ本経済，日刊工業，

　赤旗）における否定表現の使われ方を紙面劉に調査し，用例のカーF’化と

　分類。整理を行った。

（b）「否定表現研究会」を年度内に1圏開催し，情報・意晃の交換を行った。

　テーマ，発題者，開催日は次の通り。

　　「否定の応答付加表現」　森山卓郎（京都教育大）　（平5．3．23）
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　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

引き続き，（a）新聞，その他の文章，会話等から資料収集を行うとともに，

その分析にはいる。（b）先行研究の文献調査を継続し，理論的研究を進める

ために，中間報告会，研究会を随時開催する。
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日本語運用能力育成のための準備的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　本研究は，1945年以降の国語教育・配本語教育の両分野にかかわる日本

語運用能力育成の実践研究資料を広く収集・分類し，問題点や今後の開発上

の視点などを解明することを騒的とする。実践研究資料は『国語年鑑』に登

録されていて，そのフロッピー版も作成されているが，内容・価値まで確認

できるような文献解題的な資料を作成することによって，国語教育・日本語

教育界に寄与することを目的としている。なお，本研究は，昨年度までは言

語教育研究部で行っていた「国語教育における言語教育研究の情報収集」

「音声欝語教育の現状と問題点∬語藁指導のための基礎的研究」を継承し，

新たに巳本語教育の観点を加えたものである。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター第一研究室

　センター長　甲斐睦朗

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　1945年以降の国語教育・日本語教育の両分野にかかわる日本語運用能力

育成の実践研究資料の，主として研究書の類のカード化及び入力はほぼ完了

している。そこで本年度は，それら研究書の類の分析を行うこと，また，彪

大な数量の論文資料から，語彙・意味関係の論文資料のカード化及び入力，

そして，複写による資料の収集を計画している。資料の収集は，当図書館で

ほぼ充当することができるが，不足の資料は国立国会図書館などで補充する

ことにする。なお，原資料に当たることで論文題などの正確な記述が可能に

なるので，カードに記載した事項は原資料で確認することにしている。

一68一



　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　論文資料の申から，文法教育関係，話し言葉関係の資料のカ・一　F化，入力，

そして，それぞれの論文資料の複写，更に，収集した原資料による内容の確

認などを計画している。
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El本語と英語との対照言語学的研究
　　　　　一対話構造に関する研究一

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　本研究は，英語を母語とする学習者が，第二言語としてのH本語を習得す

る際に直面するであろう障壁の一面を明らかにすることを目的とする。話し

ことば，中でも対話構造にテーマをしぼり，日英聞のコミュニケーションの

実態を分析し，日本語教育の基礎資料として提供することを意國するもので

ある。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

B本語教育センター第二研究室

　室長　佐々木倫子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1＞日・英語の談話分析，会話分析の醗究分野の文献的探索を行った。

（2）対話構造の日英対照研究で用いられることの多い資料について検討した。

　一部資料にっき，その特徴と問題点をまとめた。

　（国立国語研究所『硬究報告St　14』平5．3）

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　日・英語における会話分析に関連する先行研究を踏まえ，自然会話の資料

の収集を進める。一部資料に関して分析を行う。
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日本語とスペイン語との対照言語学的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　本研究は，スペイン語を母語とする日本語学習者が直面する問題点を言語

学的に解明することを目的とする。様々な角度から日本語とスペイン語との

言語学的対照を行い，得られた研究成果を日本語教育の基礎資料として提供

するものである。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

霞本語教育センタ・・一一第二研究室

室長　佐々木倫子　　　非常勤研究員　青山回申　上田博人　大倉美和子

　　高垣敏博　野田尚史　福宣教隆　三原健一　山蔭昭子

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1）対照研究のための文献資料の収集・整理を継続した。

②研究経過報告・検討のための研究会を3回開催した。各研究の中闇報告の

　テーマは以下の通りである。一「のだ」とes　que（福鳥），会話の構造

　（大倉），賦本語の自他対応とスペイン語の再帰動詞構文（青山），H西面

　照研究とエラーアナリシス（上田）

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　来年度は本研究の最終年度にあたるので，これまでの研究会の成果をまと

め，公開研究発表会を行う◎さらに，B本語とスペイン語との対照研究の概

観をまとめた最終報告書を作成し，参考資料として提供する予定である。
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国際語としての日本語の創成とその教材化

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　国際共通語としての日本語を世界により広く普及する方策のひとつとして，

日本語のむずかしい点を取り払い，エッセンスとしての日本語を創り出す必

要がある。また，あわせて，この「国際語としての日本語」による教材開発

を行うことを目的とする。本研究は，昭和63年度から3年計画で行った

「簡約ヨ本語の創成と教材作成に関する研究」の成果を取り込み，より効果

的・能率的に活用できる日本語学習のための教材のあり方を明確にさせるも

のである。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター第二研究室

　所長　水谷　修　　客員研究員　野元　菊雄

　事務補佐員　加持文子

研二究員　川又瑠璃子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

本年度の研究は次の手順によって進められた。

1．基礎データの蓄積

　　　1．文型。文法　　　現行の日本語教科書17冊についてデータ入力

　　　　　　　　　　　　とチェックを行い，必要に応じて取り出せるよ

　　　　　　　　　　　　うにした。

2．語　彙 暫定的に選出した2，000語のうち多義語（822語）

について意味の設定をし，新聞KWIC，言語

生活KWICにより文脈付き用例を採集して分

類した。これにより各語彙の意味分布表を作成
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3．活用のある語

した。

上記用例中の動詞と形容詞について，実際の話

しことば・書きことばではどの活用形の使用度

が高いかを調査する。これにより各語の活用別

頻度表を作成した。

H．教育教材教授項目の作成　　上記の結果をふまえ，ステップV～ステッ

　　　　　　　　　　　　　　プWSについて教授項目を決定した。

　　　　　ステップV　否定　　　　　弱変化動詞について

　　　　　　　　　　　　　　　　　強変化動詞について

　　　　　ステップW　受け身・可能　弱変化動詞について

　　　　　　　　　　　　　　　　　強変化動詞について

　　　　　ステップ畷　使役　　　　　弱変化動詞について

　　　　　　　　　　　　　　　　　強変化動詞について

　　　　　ステップ麗　否定（表現意図）希望・意志の表現

　　　　　　　　　　　　　　　　　行為要求の表現

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　来年度は，引きつづき基礎デ～タの蓄積を図ると共に，各データの整備を

行い，第9ステップ以降の教授項目作成を予定している。
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日本語教育文献索引の作成及び情報収集
　　　　　のための講演品等の開催

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　第二言語としての日本語教育を有効に行うために，これまでの国内・国外

における日本語研究・iヨ本語教育・外国語教育の実態および理論に関する情

報を収集する。講演会の開催のほかに，文献情報を整理した上で文献一覧を

参考資料として作成，配布する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　i当　者

日本語教育センター一第二研究室

室長　佐々木倫子　　　非常勤研究員　小出いずみ　澤木幹栄

日本語教育センター日本語教育指導普及部B本語教育研修室

研究補助員　早田美智子

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1＞『日本語教育学会誌・機関誌等文献一覧』をより充実させるためアンケー

ト調査を行い，その結果を加味した『文献一覧　1992』の作成と配布を行った。

②日本語教育に関連する講演会を2っ，来日中の応用言語学者を招き開催し

た。講演者と題目は以下の通りである。

英国　Dr．　Ronald　Carter（mナルド。カーター）「Sty玉e，　Language　Teaching

and　Some　Recent　Deve1Qpments　in　EFL　Lexicography　in　Britain（英国の英

語教育語彙における位相差，言語教育と最近の動向について）」，英国　Dr．

Dave　Willis（デイブ・ウィリス）「Pedagogic　Grammar，　Language　Descrip

七ion　for　Language　Teaching（教授文法，語学教育のための言語の記述につ

いて）」
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　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　次年度も以下の2点を継続して行う予定である。

（1）『日本語教育学会誌・機関誌等文献一一tw　1993』の作成と配布を行う。

②国内外における黛本語教育に関連する調査・研究を知るため，来日中の専

門家を招き，講演会を開催する。
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日本語教育関係資料の収集・提供

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　日本語教育に関する教科書・副教材・視聴覚教材などを収集・整理する。

また，研究および教育の参考資料として提供し得るよう整備することも，併

せて目的とする。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター第二研究室

室長　佐々木倫子

8本語教育センター日本語教育指導普及部N本語教育研修室

　研究補助員　早田美智子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　巳：本語教育関係資料の収集と整理を行った。資料には，主だった日本語教

科書，副教材，視聴覚教材，学会誌，機関誌，ヨ本語教育関係研究書，参考

資料，辞書が含まれる。さらに，資料室の管理・運営を行った。

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　次年度も継続して，iヨ本語教育関係資料の収集と整理，および資料室の管

理・運営を行う予定である。
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日本語とタイ語との対照言語学的研究
一挨拶言葉とその周辺表現に関する社会書語学的研究一

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　本研究の目的はB本語とタイ語のにおける挨拶ことばおよびその周辺表現

について調査研究し社会的・文化的背景の違いによる差異を明らかにするこ

とであるG

　　　　　　　　　　　　　B

日本語教育センター第三研究室

　室長（事務取扱）　甲斐睦朗

担　i当　者

主任研究官　堀江プリヤー

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　日本語とタイ語の社会雷語学分野ならびに関連する文化・歴史・価値観・

国民性等についての資料。文献をさらに収集した。また，この調査・研究の

中核をなすものとしてタイ語の「マイペンライ」についてタイに住むタイ人

に面接調査を実施した。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　日本語とタイ語の社会言語学分野ならびに関連する文化・歴史・価値観・

国民性等についての資料・文献を引き続き収集する。また，タイ人にインタ

ビュ　一一した結果を集計。分析してタイ語の「マイペンライ」の使われ方につ

いてまとめ，タイ人の言語行動の特徴についてより明らかにすることを試み，

日本人の同様な状況における言語行動との比較研究となる重要な資料とする。
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日本語と朝鮮語との対照言語学的研究
　　一一両言語の複文の構造についての基礎的研究一

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　朝鮮語の複文において，節と節を従属的にあるいは並列的に結びつける役

目をはたす諸形式（ヨ本語では接続助詞，朝鮮語では接続語尾など）を形式

的，意味的，構文論的に分類・整理し，両言語の特徴を明らかにする。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター第四研究室

室長　生越直樹

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

（1）これまでになされた研究文献の収集，分析に努めた。

（2＞朝鮮語の文学作品などをパソコンに入力しっっ，そのデータの処理方

　法について検討したQ

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

（1体年度に引続き，朝鮮語の文学作品，iヨ本語の文学作品をその翻訳文

　とともにパソコンへ入力し，さらにその校正作業を行う。

（2にれまでの研究および資料をもとに，接続形式のリストを作る。

（3）一99の接続形式について分析を行う。
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日本語教育の内容と方法についての調査研究
　　　　　一朝鮮語を母語とする学習者に対する教育一

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　朝鮮語・日本語教育の研究者による「日本語教育研究連絡協議会」を開催

し，朝鮮語を母語とする日本語学習者の学習上の閤題点について討議する。

討議を通じて，問題点の原困，およびそれに対する解決方法を探る。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター第四研究室

室長　生越直樹

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　（1）11月21日に17名（当日2名欠席）の委員による「日本語教育研究連絡

　　協議会」を開催した。今年は，学習上の問題点，日朝対照研究の現状に

　　ついての報告とそれについての弁士交換を行った。

　（2）朝鮮語研究（譲本語との対照研究，朝鮮語を母語とする日本語学習者に

　　関する研究を含む）に関する文献情報を収集し，そのデータベース化を

　　進めた。

　なお，協議会での報告および議題所外からの出席者は，以下のとおりで

ある。

　　　1．報告及び質疑応答

　　　①韓国人fi本語学習者の学習上の闇題点　　幽幽宏（九州大）

　　　②日本語と朝鮮語の対照言語学的研究の現状と問題点塚本秀樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（愛媛大）

　　　2．意見交換　一問題点の整理，今後の取り組み一
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梅田　博之

門脇　誠一

川口　義一

金　　粟俊

田村　　宏

多和腿真一郎

塚本　　勲

塚本　秀樹

辻　　星児

中村　　完

成澤　　勝

野間　秀樹

藤本　幸夫

庭藤　綱紀

村崎　恭子

　このほか，平木實氏（天理大学国際文化学部朝鮮学科・教授），

氏（愛知教育大学総：合科学課程H本語教育コース・助教授）が出席される予

定であったが，当臼病気，交通事情によって欠席された。

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所・

教授

北海道大学留学生センター・教授

早稲田大学ヨ本語研究教育センター・教授

神田外語大学外輪語学三韓国語学科・教授

九娼大学留学生センター・助教授

飼鳥大学留学生センター・教授

大阪外国語大学朝鮮語学科・教授

愛媛大学法文学部・助教授

岡山大学文学部文学科（言語学）・助教授

粟北大学文学部日本語学科・教授

神9ヨ外語大学外国語学部韓国語学科・助教授

東京外国語大学外国語学部朝鮮語学科・講師

富山大学人文学部朝鮮語朝鮮文学科・教授

国際交流基金日本語国際センター・日本語教育専門

員主任

横浜国立大学教育学部・教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　油谷幸利

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

（1旧本語教育研究連絡協議会を開き，語彙の問題点について報告および

　検討を行う。

（2潮鮮語研究（対照研究，H本語学習者指導に関する研究）の文献目録

　の作成作業を引続き行う。
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日本語と中国語との対照言語学的研究
　　　　一語彙。語法についての基礎的研究一

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

日本語と中国語の語彙・語法のうち，次の点に焦点を当てて研究する。

（1）補文標識「こと・の・と」の用法を動詞のタイプによって統一的に説

　明するとともに，中国語を鐸語とする日本語学習者に有効な説明を考

　え出す

く2）両言語のテキストを結束させる働きをもつ諸形式を理論的枠組みから

整理し，その機能を実証的に記述する

（3）両言語の主語について，用｛列をもとにその特徴と異岡を明らかにする

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター一第四研究室

室長　生越直樹　　客員研究員　王亜新，望月圭子，浜田麻里

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

く1）言語資料（日本語・中国語）の収集に養手した。

（2洗行研究の収集。分析を行うとともに，理論的な面での検討を行った。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

（1屠語資料の収集を継続する。

（2）①先行研究の収集・検討の範麗を拡大し，対照研究の枠組みを模索する。

　②申国人学習者の資料をもとに日本語の補文標識に関わる誤用分析を行う。

　　資料整理・分析を経て，日中語の補文についての一般化を試みる。

一81一



日本語教育研修の内容と方法についての調査研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　外圏人に対する貸本語教育に関して，教員の資質能力の向上を図ること，

また，教育の効率化を厨指すことは，現在大きな社会的要請となっている。

本研究は，教員研修一般についてそのあり方を検討するとともに，圏立国語

研究所で実施している研修に対して適切な指針を樹立するため，異体的な研

究及びその方法の開発を行うことを目的とする。

　　　　　　　　　　　　　B　担　i当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育研修室

室長　古掛ちかし　　主任研究嘗　柳沢好昭　　研究員　石井恵理子

研究補佐員　Gehrtz三隅友子　　研究補助員　三田美智子

　事務補佐畏　腰越理子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　本研究は内容を二分し，（1）日本語教育研修の評価に関する研究と，

②研修効率向上に資するための調査研究とする。

1．日本語教育研修の評価に関する研究

　日本語教員に要求される能力を検討し，日本語教育の研修の内容としてど

のようなものが適当であるかということを，欝本語教育研修室の担当する3

種類の日本語教育研修をとおして検討した。その一一一pt環として前年度に引き続

き，『日本語教育論集一N本三教育長期専門研修平成3年度報告一9』（A5，

i56ページ）を刊行した。平成3年度の段本語教育研修の報告，実習報告と

合わせて，以下に示す長：期専門研修修了生の論文5篇を収録した。これによっ

て，修了生の研究能力の水準を知ることができる。
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　下平菜穂（平成3年度修了生）：教師のダイアリー一自己のダイアリー分

　　　析の試み

　高橋優子，柴原智代（平成3年度修了生）：教員の自己改善における同僚

　　　の役割の一考察

　野山　広（平成3年度修了生）：在日外国人児童・生徒への献本語教育に

　　　対する多文化教育的一考察

　Peter　Grainger（平成3年度修了生）：Language　Learning　Strategies－A

　　　“Better　Language　Learner”　Re－Defined

　村岡英裕（昭和60年度修了生）：日本語教師研修と「他者の視点」

　　　　一インタビュー活動を例として一

2．研修効率向上に資するための調査研究

　教員の自己改善が，どのような条件下において，どのような過程において

起こるのかを，主に，長沼研修生の教育観学習観の調査，実習における教

授行動の変化の観察等の方法により調べ，その変化の成長の要因となるもの

を分析した。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　次年度は以下のことを予定している。

1．日：本語教育研修の評価に関する研究

　『日本語教育論集10』の発刊を予定している。平成4年度までの日本語

教育長期専門醗修修了生の論文数篇を収録する。各種研修をとおしてN本語

教員に求められる能力・資質についての分析・検討を引続き継続する。

2．曙修効率向上に資するための調査研究

　教員の自己改善が，どのような条件下において，どのような過程を通じて

起こるのかを，各種研修会への参加者の意識調査と教育実習における教授行

動の変化，学習者行動の解釈の変化という観点から調べ，検討する作業を継

続する。
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言語教育における能力の評価・測定
　　　　　　に関する基礎的研究

一日本語教育プログラムの評価とその教育効果の測定を通し

　　　　てみた外国人学習者の＄本語能力評価一

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　外国入の6本語学習者に対する標準的な日本語能力試験の必要性は年々高

まっている。しかし，そこであるtw一一一一の能力尺度のみで，多様な臼本語学習

者のB本語力を測ろうとすることは現実的とは言えない。さまざまな言語能

力分野において，標準的な能力試験が受けられる体制が望ましい。本研究は，

そのための学習者の日本語能力分野と，その評価手法を体系付けるための基

礎的研究である。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育研修室

室長　古川ちかし　　主任研究官　富沢好昭　　研究員　石井恵理子

　研究補佐員　Gehrもz三隅友子　　研究補助員　早田美智子

　事務補佐員　腰越理子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

本年度は，以下のような調査・研究を行った。

1．先年度までに収集・分析してきた学習過程に関するデータを，改めてス

　トラテジーの観点，および学習に関する信念（Belief）という観点から見直

　した。

2。学習過程で提起的に行っている自己評価，学習記録に現れる学習者自身

の自己認識のストラテジーと，上記1。の関係を分析した。

3．ストラテジーと「能力の現れ」の相関関係を分析した。
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　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

次年度は，以下のことを予定している。

1．実験的手法によらず，エスノグラフィックな方法により学習過程に関す

る定性的データを新たに作成する。その際，学習行動の焦点を，「学校で

の学習」的なものから，周辺的社会参加へと移行して，そのデータ化を模

索する。

2．学習能力観が形成される土壌を一つの文化として分析する。その文化の

中には，いくつもの重層的に混在するサブカルチャ…　e想定する必要があ

ると同時にマスメディアを通して形成されるマスカルチャーが想定され，

それぞれが能力評価の異なる文脈を作り出している点に注目する。
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日本語教育研修の実施

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

1．日本語教育長期専門研修（定員30名）

　　日本語教育の中心となる人材を養成するために，日本語教育の研究・実

務についての専門的研修を研究所において1年課程として行う。

　本年度は，次のことを行った。

研修A　所定の講義・演習に基づいて教育実習を行い，教育実習に基づく

　　　　研究レポートを作成する。

研修B　日本語教育のための教授法・シラバス・教材というテーマのもと

　　　　に各自研究課題を設定し，所定の講義。演習等に基づいて研究計

　　　　画をたて，研究論文を作成する。

2．日本語教育現職者特別専門研修（定員4機関，計15名）

　　巳本三教蕎機関の中核的教員の質的向上を図って，教材作成，教授法開

発等の実務能力を養成するための研修を行う。研修生は1カ月に1回以上

来所し，講義・演習に参加し，各チームの研究計画に基づき研究を行い，

研究論文を作成する。

3．Ei本語教育夏季研修（東京／定員120名・大阪／100名・名古屋，札幌

／70名・福岡，仙台，広島／80名）

　現職B本語教員に対し，H本語およびその教育についての専門的知識の

充実を図ることを目的として行う。

4．日本語教育特別集中研修

　文部省学術国際局長の依頼により，緊急に日本語教育の実務に従事しな

ければならなくなった者に対し，短期闘で必要最小限の教授能力を授ける

　目的で研修を行う。

5．通信教育による巳本語教育専門研修（定員10e名）
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　日本語教育の実務に携わるものに対して，各自の教育現場での実践を材

料とした自己研修の機会を与え，同時に相互のネットワークによって自巴

研修を援助する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育研修室

察長　古川ちかし　　主任研究窟　柳沢好昭　　研究員　石井恵理子

研二究補佐員　Gehrtz三隅友子　　研究補助員　早田美智子

事務補佐員　腰越理子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．臼本語教育長期専門研修

　本年度は受講者30名（研修A14名，研修B16名）で，修了者21名

　（研修A13名，研修B8名）。研修の詳細は同年の実施要領によるので参

照されたい。

2．黛本語教蕎夏季研修

　受講者は7会場あわせて436名。テーマは「日本語教育現場における教

師の自己・相互研修」。研修の詳細は同年の実施要領によるので参照され

　たい。

3．β本語教育特別集中研修

　派遣予定の3名の教員に対して，4日聞の研修を実施した。

4．日本語教育現職者特別専門研修

　中国帰国孤児定着促進センター，千駄ケ谷日本藷教育研究所，専修大学，

昭和女子大学の4機関それぞ3～5名の教員に対してプmジェクトの援助

を行った。

5．通信教育による日本語教育専門研修

　本研修は上記4つの研修とは異なり，会計年度を単位とするものではな

　く毎月研修生の受け入れを行い，研修期間は受け入れから12ヵ月である。
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平成5年2月受け付けまでで6名の研修生を受け入れ，プロジェク5の具

体化をはかった。また，研修委員会を設置し，研修のあり方について示唆

を得た。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

次年度は，研修プログラムを整理統合し，以下を予定している。

1．日本語教育長期専門研修（従来の長期研修AB及びff本語教育現職者特

　別専門研修を合わせたもの）

2．日本語教育相互醗修ネットワーク（従来の日本語教育夏季研修と通信教

　育による日本語教育専門研修を合わせたもの）

3．巳本語教育特別集中研修
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日本語教育教材開発のための調査研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　H本語教育教材開発室において行う教材等開発事業に並行して，その理論

的基盤をi整備するための基礎的研究を行うことを目的とする。

　本年度の課題は，事業「日本語学習辞典の編集」に対する基礎研究として

の「日本語教育用学習辞典の記述法に関する研究」と，事業「日本語教育映

像教材中級編の作成」における関連教材作成に対応する「談話の構造パター

ンに関する教材開発のための基礎的研究」ならびに「視聴覚教材の利用方法

に関する探索的研究」の3品目ある。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部Ei本語教育教材開発室

　センター長　甲斐睦朗　　部長　西原鈴子　　室長　素謡真木男

研究員　熊谷（中山）智子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

1．日本語教育用学習辞典の記述法に関する研究

　事業「基本語用例データベースの作成」における第2次資料作成に並行

　して，既作成の「母語別H本語学習辞典」和文原稿に，「基本語用例デー

　タベース」第2次資料の記述内容を挿入することにより，同データベーース

を辞書として利用する際の有用性ならびに問題点を検討する。

　本年度は，第2次資料執筆の際に「母語別」和文原稿を参照することに

より，意味による用法区分と，形式・談話機能等，それ以外の要因を加味

　した爾法区分との整合性に関する一般的な知見を蓄積する作業を行った。

2．談話の構造パターンに関する教材開発のための基礎的研究
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　　日本語における談話の進め方の諸類型についての知見を得て，伝達能力

指導のためのカリキュラム構成の理論的基礎とすることを目的とする。

　本年度は，事業「露本語教育映像教材中級編の作成」における関連教材

作成の一環として「機能一覧表」を刊行するため，発話機能の分類枠設定

および談話構造類型の抽出を行った。

3．視聴覚教材の利用方法に関する探索的研究

　中級レベルの日本語学習において，視聴覚教材の利用によって学習を効

率化するための方法を，特に媒体の利用法に即して検討し，マルチメディ

ア化教材の開発に役立てるとともに，今後開発が望まれる視聴覚教材の内

容に関する提案を行う。

　本年度は，既作成の「日本語教育験画基礎編」「日本語教育映像教材中

級編」の利用法について，外部専門家の意見・使用例を聴取し，これらの

教材としての有用性の評価を行った。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　日本語教育用学習辞典の記述法については，種々の観点から問題を取り上

げ，引き続き検討を行う。

　談話構造パターンの収集は，談話構造類型への抽象化に進み，「中級編」

関連教材として成果を刊行する。

　視聴覚教材の利用方法については，教室における具体的な利用方法と，そ

れをサポートするハード面の開発とを並行して検討し，同じく「申級編」関

連教材として成果を取りまとめる。
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言語伝達行動に関する対照言語学的研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　日本語による伝達において使用される雷語的・非醤語的伝達手段の種類と

機能を明らかにし，それらを外国語におけるものと比較することによって，

日本語学習者の総合的な伝達能力の開発を目指す教育の基礎を築く。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育教材開発室

　センター長　甲斐睦朗　　部長　西原鈴子　　室長　中道真木男

研究員　熊谷（申田）智子

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　「日本語教育映像教材中級編」関連教材「3．映像解説書」のために作成

した非言語的伝達手段記述の枠組みを適用して，劇映爾・日本語教育用映像

教材等の分析を行った。また，関連研究分野の研究者を摺いて，研究会を随

時開催した。

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　最終年次にあたる次年度に，言語的・非言語的伝達手段の位置付けに関す

る仮説を完成し，外国語との対照研究を行うための枠組みを提案する。

関連領域に関する研究会を引き続き開催する。
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日本語教育モデル教材の作成

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　日本語教育における有効適切な教材の開発を目指して，モデル教材を作成

する。

　本年度の課題は，映像素材を日本語教育に利回する方法を改善することを

目的とし，映像の内容・提示方法の両面について研究するためのビデオテー

プ素材を作成するf目下語教育映像教材中級編の作成」である。なお，映像

素材本体の作成はすでに終了しており，本年度は，それに対する関連教材の

作成を引き続き行った。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育教材開発室

　センター長　甲斐睦朗　　部長　西原鈴子　　室長　申道真木男

研究員　熊谷（中田）智子

　　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．日本語教育映画等企画協議会の開催

　本事業の全般について助言を得るため，標記委員会を設け，会議を3回開

催した。委礪した委員は次のとおりである。

（所外委員）

　加藤　清：方（電気通儒大学助教授）

　佐久間まゆみ（臼本女子大学助教授）

　深朗　　淳（名古屋大学助教授）

（所内委員）

　甲斐　睦朗（日本語教育センター長）
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　西原　鈴子（臼本語教育指導普及部長）

　中道真木男（日本語教育教材開発室長）

　熊谷　智子（臼本語教育教材開発室研究員）

　相沢　正夫（ヨ本語教育センター第1研究室長）

　杉戸　清樹（言語行動研究部第1研究室長）

　熊谷　康雄（情報資料研究部第2研究室研究畏）

2．「日本語教育映像教材　中級編」関連教材「伝えあうことば」の作成

　既作成のビデオ教材「日本語教育映像教材巾級編」を効果的に利用するた

めの関連教材シリーズf伝えあうことばjの作成を継続し，「3．映像解説

書」を刊行した。全国の日本語教育機関・大学・関係個人等に配布するとと

もに，大蔵省印脳局から市販された。

　内容は，「中級編」全4ユニット（24セグメント）の各場面について，

話題内容・談話構造・非言語行動・映像化された事物。文化的事項等をリス

ト化したものである。

　　題名　H本語教育映像教材　中級編　関連教材　伝えあうことば

　　　　　3．映像解説書

　　規格　B5版117ページ定価1，600円

　また，同シリーズ「4．機能一覧表（仮題）」を次年度以降に刊行するた

め，分析と原稿作成を行った。

　岡じく「5．教案例集」を次年度以降に刊行するため，執筆予定者による

打ち合せを開催した。

3．「映像教材モニター　報告」の刊行

　前年度に行った「映像教材モニター」の報告をとりまとめ，内部資料とし

て印刷した。約400部門モニター参加者当人および所属機関，全国の日本語

教育機関・大学等に配布した。

4．「日本語教育映像教材　中級編」レーザーディスク版の作成

　上述のF伝えあうことば　3．映像解説書」のリスト内容をレーザーーディ

スク上で検索する実験を行い，「中級編」レ・・一ザーディスク版利用のための
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データベース構築の準備に着手した。

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

「中級編」関連教材の作成を継続して行うQ

次期映像教材作成の企画検討を開始する。

レーザーディスク利用による映像検索の実験を続行する。
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日本語教育参考資料の作成

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　ヨ本語教育に従事する人々の理論面における知識の向上を図るため，種々

の分野における参考図書・資料を刊行する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育教材開発室

　センター長　甲斐睦朗　　部長　西原鈴子　　室長　中道真木男

　研究員　熊谷（申言）智子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　継続して刊行している「日本語教育指導参考書」シリーズの一環として，

下記参考書を編集・刊行した。約500部を全国の日本語教育面i関・大学・

関係燗人等に配布するとともに，大蔵省印脳局より市販された。

　　題　名　　ヂ日本語教育指導参考書20　方言と日本語教育」

　　執筆者　大西拓一郎（言語変化研究部第1研究室研究員）

　　　　　備前徹（滋賀大学助教授）

　　規格等　A5版　171ページ　　定価700円

　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

「日本語教育指導参考書」シリーズの編集・刊行を継続して行う。
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日本語学習辞典の編集
基本語用例データベースの作成

　　　　　　　　　　　　　A　罵　　　的

　外国入のための日本語学習辞典を作成するための基礎として，個々の語の

現実の使用例に基づく用例資料を蓄積し，日本語教育の観点から用法分類を

施して，辞書の原形となる用例集を作成するとともに，教授者用資料として

提供する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　i当　者

B本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育教材開発室

　センター一長　甲斐睦朗　　部長　西原鈴子　　室長　申道真木男

　研究員　熊谷（中田）智子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1．「基本語用例デーータベース作成作業委員会」の開催

　データベース作成の方針および具体的作業計薩等の検討のため，標記委員

会を設置し，会議を3園開催した。委嘱した委員は次のとおりである。

　（所外委員）

　　山木ゆかり（東海大学講師）

　　桜木　紀子（アメリカカナダ大学連合日本研究センター非常勤講師）

　　奥津　善子（筑波大学講師）

　　畠　　　郁（聖ヨセブ修道院ヨ本語学校非常勤講師）

　　早津恵美子（東京外国語大学講師）

　（所内委員）

　　中道真木男（日本語教育教材開発室長）

　　熊谷　智子（露本語教育教材開発室研究員）
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　　石井恵理子（日本語教育研修室研究員）

　　山崎　　誠（言語体系第1研究室研究員）

2．客員研究員の採用

　事業の全般に関する立案，執筆方針検討と執筆要領作成執筆原稿の内容

点検等を行うため，引き続き客員研究員を採用した。

　　浅野百合子（前翻際交流基金海外派遣B本語教師実習講座講師）

　　桜木　紀子（アメリカカナダ大学連合日本研究センター非常勤講師）

　　文野　峯子（JALアカデミー日本語学校講師）

　　水野千佳子（前インター一一カルト冒本語学校非常勤講師）

3．第1次資料の蓄積

　語の実際の用例を収集するため，各種のテクストに単位分割を施し，文脈

付き語彙表を作成する作業を継続して行った。対象テクストとしては，引き

続き話しことば資料に重点を置き，ラジオ放送文字化資料を最も主な収集対

象とした。その他に，比較のため，日本語教科書・日本語教育用映像教材等

を取り上げ，これらについては，出現語のすべてを資料化する全数調査を行っ

た。また，資料の性質による出現用法の偏りを補うため，主に一般教養書を

対象としてrピックアップ調査」を行った。

4。第2次資料の俘成

　収集された第1次資料に基づき，息出の爾法を網羅し，学習者に提示する

ために適当な分類を施す作業を継続して行った。執筆は，次の所外執筆者に

依頼した。

　　浅野百合子　伊藤祥子　　井上紀子　　奥津善子　　尾田紀子

金井典子

齊木ゆかり

高木洋子

畠　　郁

宮崎妙子

山崎　恵

木下久仁子　黒野敦子

桜木和子　　桜木紀子

田中久美子　玉置亜衣子

早津恵美子　備前　徹

村田淳子　　守中万菜

吉川正鋼　　米沢みどり
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河野久美子

志村こずよ

土屋千尋

舟橋宏代

森　由紀

小林ミナ

杉田くに子

中嶋笙子

水野千佳子

山獲知才子



　執筆内容の統一と質的向、ヒを図るため，執筆者会議ve　2鷹開催したQまた，

本事業全般に関する恵見を聴取するため，会議を1園開催した。

　本事業の概要を紹介する資料として前年度に作成した内部資料「基本語用

例データベース原稿例集」を改訂したQ

　　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　本事業は，今年度より4年闘を第H期として，第1次資料の蓄積と第2次

資料の作成・校閲を継続する。第豆期終了後に，漢語名詞を申心とする用例

集を編集。刊行する方針が決定されており，その項目選定および記述方針の

検討が進行中である。
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　技術研修生のための日本語教育の

標準的カリキュラム等の作成に関する
　　　　　　調査研究協力者会議

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　技術研修のために来日する技術研修生のためのB本語教育の必要性は高く，

しかも1～2年という短期間に必要最低限の日本語能力を効率的に学習させ

るための効果的な日本語研修を行う必要がある。そこで，文化庁と國立国語

研究所が共同で事業「技術研修生のための日本語教育の標準的カリキュラム

等の作成に関する調査研究費力者会議」を設置して，技術研修生の日本語教

育をどのように行うべきかに関する調査研究に取り組むことにした。

　当事業では，技術研修生の日本語習得に従事する日本語教育指導者のため

に，指導内容・指導方法の選定，日本語能力の評価方法等に関する資料を収

集し，短期間プログラムを設計する際の標準的カリキュラムを作成するとと

もに，教材作成等の指針を提示することを目的として進める。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

本年度は，①基本方針の検討，②作成部会調査方針の検討・実施，③標準

的カリキュラム等の検討・調査・作成④教材の検討・作成，⑤報告書原案

の検討。作成等を行った。

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　次年度は，①調査研究方針の検討・実施，②標準的カリキュラム等の検討・

調査・作成③中間報告「外国人研修生に対するR本語指導の手引」の作成・

刊行を行い，本報告：書の検討。作成を行う。
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文部省科学研究費補助金による研究

日本語音声における韻律的特徴の実態とその教育に関する総合的研究

一外国人を対象とするff本語教育における音声教育の方策に関する研究一

　　　　　　　　　　　　　（代表者　水谷修）〈重点領域研究（1）〉

〈研究目的〉

　外国人を対象とする日本語教育においては，特に音声の教育が不可欠であ

るにもかかわらず，従来音声教育の方策は必ずしも明確ではなかった。この

欠点を補い，音声を効果的に教育するためには，まず基礎的な音声資料を得

ることが必要である。外国人の日本語発音は，その母語の違いによって特徴

があり，指導の方法もまた個溺に対策を講じなければならない。本研究は，

多くの外國人日本語学習者の音声資料を収録・分析し，音声教育の方策につ

いて研究することが目的である。なお，本年度の目的は次のとおりである。

（1）外国人学翼者のB本語音声の韻律に見られる，母語の干渉の特徴につい

　ての研究成果を報告書にまとめる。

（2）外国入学習者の日本語音声の韻律に対する評｛藤に関する研究成果，およ

　び日本語の韻律の教育についての研究成果を報告書にまとめる。

（3）外国人学習者の日本語音声に見られる，母語の干渉の特徴を示す音声資

　料をCDに収録し，解説を加える。

（4）D1班の調査票により日本各地域で収録された音声データを分析し，研

　究成果をまとめる。

（5）音声教育に携わるH本語教師のための教授項目案を作成する。

〈研究組織〉

　研究代表者

　　水谷　　修（国立圏語研究所・所長）

　研究分担者

　　大坪　一夫（東北大学文学部・教授）
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　　土岐　　哲（大阪大学文学部・助教授）

　　佐藤　大和（NTTヒューマンインタフェース研究所・主幹研究員）

　　鮎澤　孝子（国語研・雷語教育研究部・部長）

　　前川喜久雄（同上・言語行動研究部第二研究室・研究員，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．7．1から主任研究官）

　研究協力者

　　揖又瑠璃子（国語研・言語教育研究部第一研究室。研究員）

　　所外の研究協力者で，これまでの報告書に論文を執筆してくださったの

　は以下の方々である。

　　陳文差　新田洋子　中川千恵子　福居誠二　河野俊之　土屋順一

　　土屋千尋　宮城幸枝　轟木靖子　妻木淳子　大和シゲミ　楊立明

　　中川恭明　山下暁美　助川泰彦　谷II］聡入　坂間博　宇田川洋子

　　東山由美　泉水浩隆　金仁和

く研究経過〉

　最終年度にあたり，これまでの研究成果を報告書にまとめ，成果の一部を

1992年11月4日～7Hに奈良三新公会堂において開催された『覆本語音声』

国際シンポジウム「日本語音声の研究と日本語教育」，及び1993年1月8日

～9日に菓京において開催された『第7圏「大学と科学」公開シンポジウム

国際化する日本語一話し三葉の科学と音声教育』において発表した。

　なお，今年度刊行した報告書は以下の3冊で，それぞれ関係者，希望者に

配布した。

1『日本語の韻律に見られる母語の千渉（3）一音響音声学的対照研究一』

　　1992．l1

2『日本語音声と日本語教育』1993．3

3『D1班研究発表論集』1993．3

　　また成果の一部として，CD版拍本語学習者の音声一日本語テクスト

　の朗読例一』（Di班担当）が作成され，重点領域研究「欝本語音声」の

　研究分担者に配布された。
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聴解指導研究資料文献の現状と問題点

一圏語教育・日本語教育の実践に役立てるための方策一

　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　甲斐睦朗）〈重点領域研究①〉

〈研究目的〉

　わが国の国際化に連動して，教育界において音声言語教育の重要性が指摘

されている。：本研究は，音声言語教育の重要な一部門である聴解指導に焦点

を当てて，圏語教育，日本語教育のための資料。文献を広く収集し，その現

状と問題点を明らかにし，聴解指導の体系化を園ることによって困語教育・

日本語教育の実践に寄与することを目的としている。

〈研究組織〉

　研究代表者

　　甲斐　睦朗（国語研・日本語教育センター長）

　研究分担者

　　甲斐雄一郎（文教大学・教育学部・助教授）

　　海保　博之（筑波大学・心理学系・教授）

　　茂昌　雄二（国語研・書語教育研究部・主任研究官）

　　古川ちかし（岡上。日本語教育指導普及部日本語教育研修室。室長）

　　加藤　清方（電気通信大学・留学生教育研究センター。助教授）

〈研究経過〉

次の5っのサブグループに分かれてそれぞれ調査検討を重ねてきた。

1．戦後聴解指導研究文献の収集

　　聴解指導に関する内外の研究文献の収集・整理を行い，聴解指導研究の

　現状と問題点を把握する。わが国の昭和20年以降に刊行された図書及び

　論文・実践記録類をカード化し，それらの文献を購入あるいは複写によっ

　て収集した。その一覧表を作成しながら，年代などに関わる傾向と問題の

　分析を行ってきた。

2．聴解テスト問題の課題と方法

　　これまでの聴解テストを洗い直すこと，聴解能力の育成に連動したテス
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　トの問題を検討する。具体的には，『小学生の言語能力の発達』（国立国語

研究所報告）で報告されている聴解能力の調査を確認し，望ましいテスト

問題を作成するために，新規にテスト問題を作成し，中学生に実施して，

その成果及び方法等を考察してきた。

3。教室談話資料の収集と分析

　東京及び地方の小学生の教室談話資料を，特に8ミリビデオに収録する

形式で収集し，その一部の文字起こしを行い，教師及び児童のそれぞれに

視点を当てた分析も行っている。発話の改まりかたの問題，教師と児童の

会話の転換の問題など様々な問題点を明らかにしてきている。

4．日本語談話資料の収集と分析

　　日本語教育の教室談話資料の収集に努めてきた。ごく自然なかたちでの

教室談話資料を録画中心に採録し，その分析に取り組んでいる。初級，申

級に分けて，採録を行っている。十分な分析に至っていないが，上記3．

　と岡様の興味ある問題が見られる。

5．日本語の話しことばの特徴記述

　　巳本語の話し言葉の特徴記述として，国語研究所の日本譜教育映画基礎

編に用いられている「感動詞」のリスF・記述をもとに，感動詞，無意味

語の記述の枠組を検討した。無意味語，感動詞，あいつちに関する文献を

収集した。そして，日本語の話し蓮葉の特徴記述として無意味語と呼ばれ

る「あのう」「へえ’一　」などを記述するための枠組みザ感動詞記述のため

のラベリング項冒案」の作成を行ってきた。

　　なお，本年3月に研究成果刊行書『聴解能力の基礎研究』を刊行した。
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地域社会の面諭生活一鶴岡市における戦後の変化一

　　　　　　　　　　　　　　（代表者　江川　　清）〈総合研究（A）〉

〈研究囲的〉

　国立国語研究所では昭和25年と昭和47年の2度にわたって文部省科学研

究費の交付を受け，山形県鶴岡市において地域社会における言語生活の実態

調査を行った。それにより，戦後四半世紀問の急激な社会変化の中で方言が

共通語化していく過程について，その実態や社会的な要困を明らかにした。

本研究ではこれらの成果を受継ぎ，鶴岡市において20年間隔の第3次調査

を実施するとともに，現代地域社会のもつ言語生活上のさまざまな問題点を

新たに取り上げ，言語変化を将来にむけて経年的に調査記述していくための

確実な基礎構築を目的とする。

〈研究組織〉

　研究代表者

　　江川　　清（国語研。情報資料研究部・部長）

　研究分担者

　　今石　元久（広島女子大・文学部・教授）

　　佐藤　亮一（フェリス女学院大・文学部・教授）

　　井上　史雄（東京外語大・外国語学部・教授）

　　高闘　　誠（筑波大・文芸言語学系・教授）

　　墾田　信治（大阪大・文学部・助教授）

　　加藤　和夫（金沢大・教育学部・助教授）

　　水野　義道（京都工繊大・繊維学部・助教授）

　　佐藤　和之（弘前大。人文学部・助教授）

　　渋谷　勝己（大阪大・文学部・講師）

　　米田　正人（国語研・情報資料研究部第二研究室。室長）

　　杉戸　清樹（同　上・言語行動研究部第一研究室・室長）

　　熊谷　康雄（同　上・情報資料研二究部第二研究室・研究員）

　　棺澤　正夫（岡　上・日本語教育センター第一研究室・主任研究宮）
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　　前川喜久雄（同上・言語行動研究部第二研究室・研究員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．7．iから主任研究上）

　　尾崎　喜光（同　上・言語行動研究部第一一研究室・研究貫）

　　井上　優（同上・日本語教育センター第一研究室・研究員）

　　大西拓一郎（同上。雷語変化研究部第一研究室・研究員）

　研究協力者

　　堀　　司朗（鶴岡市立図書館）

　　鈴木　敏昭（富山大・入文学部・助教授）

　　吉岡　泰夫（熊本短期大・助教授）

　　沢木　幹栄（信州大・人文学部e助教授）

　　篠崎　晃一（都立大・人文学部・助教授）

　　伊藤　雅光（国語研：。情報資料研究部第二研究室・主任研究官）

　　横山　詔一（同　上・情報資料研究部システム開発研究室。研究員）

　　池田理恵子（同　上・情報資料研究部第一研究室・研究員）

　　白沢　宏枝（同　上・言語変化研究部第一研究室・研究員）

　　辻野都喜江（同　上・情報資料研究部第一研究室・研究補助員）

　　礒部よし子（同　上・情報資料研究部第二研究室・研究補助員）

　　米田純子（同上・情報資料研究部システム開発研究室・研究補助員）

　　塚田実知代（同　上・雷語行動研究部第一研究室・研究補助貫）

〈研究経過〉

　最終年度である今年度は，以下に示す調査研究を実施した。

1．共通語化の検証。補完調査の実施

　　昨年度実施した第3次継続調査の結果をもとに，得られた情報に厚みを

　増すため，音声・アクセント・語彙・文法の調査項冒に関して，従来欠如

　していた場面性，文脈性を付与した内容の検証・補完調査を実施した。調

　査は面接調査と郵送留置方式によるアンケ～ト調査の併用方式で実施され，

　ま75名の回答を得ることができた。調査期間は，平成4年1ま月17　H（火）

　から25日（水）の9日間であった。
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2．方言記述調査の実施

　　共通語化の過程を分析する基礎資料として，生え抜きの鶴岡市民を対象

　に，音声，アクセント，語藁，文法などの諸側面から記述調査を実施した。

3．調査結果の整理集計作業

　　昨年度および今年度の調査結果に関して，録音テープの聞き直しやコー

　ディング作業などの整理集計作業を行った。

4．中間結果報告会の実施

　　由形県鶴岡市において，鶴岡市図書館と国語研究所共催の形で，平成5

　年3月13　H（土）に調査結果の中間報告会を実施した。発表者は，江川

　清と米田正人の両名であった。

〈今後の予定〉

　　科七三補助金の交付は今年度で終了するが，次年度は点語研究所の経費

　で以下に示す調査研究を実施する予定である。

1．方言記述調査の報告書刊行

　　必要に応じて鶴岡市方言の記述に関する補完調査を実施するとともに，

　方言記述調査の報告書を刊行する。

2．整理集計作業の継続

　　平成3年度，4年度に行った調査結果の整理二二作業を継続する。

3、集計表の刊行

　　平成3年度実施の第3次継続調査に関する集計表を刊行する。
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「国語研究所新聞記事データベース」の作成と活用に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　斎藤　秀紀）〈一一般研究（A）〉

〈研究目的〉

　国立国語研究所が昭和24年から作成・保存している『新聞所載：国語関

係酒事切抜集』（以下『切抜集』）は，「ことば」に関連する内容の新聞記事：

を集めた資料としてはH本で唯一のものであり，戦後の巳本人の言語及び言

語生活の歴史を見る上で貴重な資料である。この記事資料を有効に活用する

方法の一つとして，データベース化がある。

　本研究では，（1）蓄積記事に関する基礎情報（日付，掲載紙名，見出し等）

を記載した『国語研究所新聞記事データベース』（以下『データベース』）を

作成し，あわせて，（2）蓄積記事を資料とした言語研究を行うことを目的と

する。

〈研究組織〉

　研究代表者

　　斎藤　秀紀（国語研。情報資料研究部電子計算機システム開発研究室・

　　　　　　　　室長）

　研究分担者

　　江川　清　　（国語研・情報資料研究部・部長）

　　井上優（同上。日本語教育センター第一研究室・研究員）

　　池濁理恵子（同　上・情報資料研究部第一研究室・研究員）

　　中曽根仁（同上・情報資料研究部第一一研究室・研究員）

　　辻野都喜江（同上・情報資料研究部第一研究室・研究補助ee）’

〈研究経過〉

　本研究の二つの目的を達成するため，ilデータベース』をできるだけ集中

的に作成するよう，『データベース』の情報入力は外注によって行った。情

報の入力は昭和62年から遡る形で行った。入力済みデータはチェック・修

正を行い，記事検索に有用な情報を付加して磁気媒体に保存した。同時に

『データベース選をより利用しやすいものとするため，形式や内容について
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検討を加えた。

　また，蓄積記事を資料とした研究について，研究分担者各自が研究方法の

検討を行った。さらに，いくつかのテーマについて，作成した『データベー

ス』及び『切抜集』から資料収集を行った。

〈今後の予定〉

　『データベース』の情報入力を継続し，整備するとともに，『データベー

ス』の形式や内容を検討し，有効に活絹できるよう改良していく。

　また，蓄積記事を資料とした研究について，資料収集を継続して行い，分

析を進める。
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田本語シソーラス・データベースの構築とその利用法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　中野　洋）〈一一般研究（B）〉

〈研究目的〉

　旧藩国語研究所資料集6『分類語彙表』は，昭和39年の刊行以来，現代

台本語の数少ない本格的なシソーラスとして，さまざまな分野で利用されて

きた。言語研究においてもいろいろな研究分野で使われた。宮島・小沼の調

査によると，単に心密体系に関する研究だけでなく，文法，方言，霞本語史，

作品研究，さらに教育。発達，言語情報処理とH本語が関わる広い分野にわ

たって成果をあげていることがわかる。これらの研究をさらに検討すると，

『分類語藁表』に代表される本格的シソーラスを研究に用いるには，電子計

算機で処理可能なデータベースとして構築する必要があることがわかる。

　ところで，データベース化とは，データを電子媒体化することだけではな

い。むしろ，その利用プmグラムを完備することである。日本語シソーラス

そのものは，単なる意味分類表である。それを利用した研究は多様であるが，

そのほとんどが手作業によっている。一方パソコンを代表とする情報処理機

械は研究者にいきわたっているが，ワープロとしての利用がほとんどである。

だれでもが利用できるデータとその利用プmグラムをあわせもった本当の意

味でのデータベース化をはからなければならない。

　そこで，本研究では次の5点を目標とする。

①日本語シソーラスとしてr分類語彙表』を6万語まで増補する。

②①を電子媒体化する。複数の異なるシソーラス利用の問題点を検討する。

③語彙の検索や分類・番号付け，語彙分類，集計用のプログラムを開発する。

④一般の研究者のために，プログラムの操作上の問題点を検討し，改良する。

⑤データおよびプログラムの公開方法について，印刷物・フロッピー・CD

等の出版・パソコン通信による公開などを調査・検討し，公開する。

〈研究組織〉

　班究代表者

　　中野　洋　　（国語研・’濫語体系研究部・部長）
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　研究分糧者

　　林　　大　　（国語研・名誉所員）

　　山崎誠　（同上・訳語体系研究部第一研究室・研究員）

　　石井　正彦（同　上・醤語体系研究部第二研究塞・研究員）

　　大島　資生（岡　上。書語体系研究部第二研究室・研究員）

　　小沼　悦　　（同　上・書誌体系研究部第二研究室・研究補助員）

　　石井久雄（聞上・言語体系研究部第三研究室・室長）

　　寓話　達失（大阪大学・文学部・教授）

　研究協力者

　　高本　一彦（大東文化大学・文学部・教授）

　　三岡　昭夫（上越教育大学。助教授）

〈研究経過〉

①『分類語義褒』の増補

（1）『分類語感表』の収録語を増補した。

（2）増補作業は，『分類語彙表』の作成者である林を中心に，分担者・協力者

　が一堂に会し，増補の候補となる語を一語一語検討することで進めた。

（3）研究会で増補の候補となる語に分類語彙表の番号を付けた。この作業で，

　増補の候補となる語の収集を終了する。体の類・用の類・根の類・その他

　の類の間で異同・過不足などが生じた場含，分類番号の変更や新たな増補

　などによってその調整を行った。

③分類語彙表の分類番号を付与するプログラムを作成した。

〈今後の予定〉

　引き続き，「分類語彙表」の体系の検討，電子媒体化，データベース利用

プログラムの開発，利用者のための手引の作成，公開方法の検討を行う。
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在日外国人とH本人との言語行動的接触における相互「誤解」のメカニズム

～iヨ本語と英。タイ・朝・仏語の総合的対照研究一

　　　　　　　　　　　　　　　（代蓑者　西原　鈴子）〈一般研究（B）〉

〈研究目的〉

　近年わが国においてはかって経験しないほど急激で多面的な国際化が進行

中である。この動きは，単に企業体や大学など限られた社会集団の中だけに

とどまらず，従来臼本人だけによって構成されてきた地域社会，近隣社会に

も及んでいる。こうした中で，それぞれの社会集団や地域社会のB常的な生

活場面において，外記人と欝本人とが具体的，実践的に接触する語語場面が

質量ともに拡大している。そこでは，これまで日本人だけで営まれた生活で

は経験も予想もしなかったような，言語行動上の新たな問題が浮き彫りにさ

れてきている。それは，例えば従事する業務や所属する企業体などでの公的

な場面のみならず，挨拶とか買物，霞常の用向きなど，こまごまとした生活

場面において，言語伝達の困難，言語行動についての誤解，曲解などという

すがたでさまざまに現れている。

　本研究では，臼本に滞在するタイ語，韓国・朝鮮語，英語，仏語各母語話

者，およびそうした人と日常接触するE本人を対象にして，異体的な言語場

面を取り上げつつ，そこでの言語伝達の問題点，言語行動の誤解の実態を多

面的にとらえ，理論的に分析するととも楷ノその解決策を日本藷教育学，言

語行動研究の立場から提示することを目的とする。

〈研究組織〉

　研究代馬者

　　西原　鈴子（国語研・日本語教育センター日本語教育指導普及部・部長）

　研究分担者

　　生越　直樹（国語研・日本語教育センター第四研究室・室長）

　　尾崎　喜光（同　上・言語行動研究部第一研究室。研究員）

　　佐々本倫子（岡　上。醸本語教育センター第二研究室・室長）

　　杉戸清樹（同上・書語行動研究部第一研究室・室長）
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　　早霞　美智子（国語研。日本語教育センター・研究補助員）

　　堀江プリヤー（同上。fi本語教育センター第三研究室・主任研究官）

〈研究経過＞

　B本国内に滞在する英語，タイ語，韓國・朝鮮語，仏語各母語話者と巳本

人との間の言語行動的接触場面における相互誤解の客観的資料を得るための

分析および記述の枠組を検討し，試案を得た。この枠組にそって各言語担当

者が収集した事例をデータベース化する作業を進めた。また，中聞的段階で

得られたデータベースを月刊誌『日本語学』に掲載した。年間を通じて，デー

タベース構築の過程において発見された問題点を検討し，枠組の改良を重ね

た。さらにこのデータベースをもとにして，各母語話者へのインタビュー・調

査・アンケート調査の設計を行った。また，外国語母語話者が習得する中間

言語に付いて理論的考察を行い，文献調査も同時に行った。

　〈次年度の予定〉

　次年度は第一年度に引続き，データベースの拡充とインタビュー調査・ア

ンケート調査を行う。特に，各言語担当者間で共有できる要困と言語特有と

思われる要因の選別をデータベースの上でどのように実現して行くかを議論

し，質の高いデータを構築することに璽点をおく。

　第二年次までに得られた研究・分析結果を報告書にまとめるとともに，本

研究のテーーマの重要姓にかんがみ，さらに継続的な研究へと発展させる理論

的・実践的方法論の模索も併行して行う。
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方言周圏分布の事例収集とその諸特徴の概観のための調査

　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　小林　隆）〈奨励研究（A）〉

〈研究目的〉

　日本の方言分布におけるひとつの重要な類型である「周圏分布」について，

その成立過程を捉えるための基礎的作業として，周圏分布の事例を大量に収

集し，それらの特徴を概観・整理する。

〈研究組織〉

　研究代表者

　　小林　隆（国語研・言語変化研究部第一研究室・研究員）

〈研究経過〉

（1）周圏分布の概念規定

　　従来の「周圏分布」の概念には，研究者闘でゆれが見られる。各研究者

　が，周圏分布をどのようなものとしてとらえているのか，これまでの研究

　から把握した。そして，周圏分布の成立について考えるためには，その概

　念を広く規定し，いわゆるABA分布と呼ばれているものも含めて扱う必

　要があるという結論に達した。

（2）文献調査による周圏分布の事例収集

　　これまで蓄積されてきた方言資料，すなわち，『日本言語地回』『方言文

　法全国地図』『日本方言大辞典』『現代日本語方雷大辞典』から，上記（1）

　で考えた「周圏分布」の範囲に入る事例の収集を開始した。

（3）周圏分布の臨地調査

　　上記（2）で発見された周圏分布の一つの事例として，方向を表す格助詞

　的な「サ」の類の用法について，宮崎県日南市および大分票湯布院町を中

　心に臨地調査を行なった。その結果，九州地方の「サ」の類の用法は粟北

　地方の「サ」の類の用法と，従来考えられていた以上に異なり，したがっ

　て，一見周圏的対応と見える言語現象であっても，その実質は異なる場合

　のあることが明らかなった。塚上の成果に基づき，次の口頭発表を行った。

　　「坂東サ」の系譜（都立大学方言学会　1992．11）
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方言における動詞の活用一三三牲と特殊性一

　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　大西拓一一郎）〈奨励研究（A）〉

〈研究目的〉

　全国各地の方言における動詞の活用を，アクセントも含めて，形態論的に，

おもに共時態について記述し，その普遍性と特殊性を明らかにしょうとする

ものである。

〈研究組織〉

　大西拓一郎（国語研・言語変化研究部第一研究室・研究員）

〈研究経過〉

（1）調査地点の選定と調査票の作製

　　方言における動詞の活用を扱った基礎資料（『方言文法全国地図』第2

　集等）をもとに興味深い動詞の活用体系を有する地点を：選定した。次に記

　述方法について仮説をたて，パラダイムを構築するためになるべく遺漏の

　ない項圏を立てることを考察した。以上をもとに，隣地調査のための調査

　票を作製した。作製した調査票は『方言用言活用体系調査票』A。Bであ

　る。

（2）臨地調査

　　この調査票をもとに，全国4地点で臨地調査を実施し，各地点約10◎0

　項目について，比較的詳しい情報を得ることができた。また，その他，数

　地点でおおまかな状況をとらえるための調査も実施した。

（3）調査結果の入力と分析

　　調査の結果を入力し，これをデー・一タベースとして分析のための基礎資料

　とした。この基礎資料をもとに，共時的な記述を行ない，その方法などに

　ついて検討した。その結果，各地方書の動詞の活用の特殊性をとらえるこ

　とができたとともに，日本語としての普遍性を，類型論的にとらえること

　ができた。同時にここから得られた結果は，通時的な意味からも興味深い

　ものであると考えられ，将来の研究のための情報の蓄積ともすることがで

　きた。
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方言使周地域の児童の就学後の書きことばの獲得に関する社会文化的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　茂呂雄二）〈奨励研究（A）〉

〈研究E的〉

　本研究は，児童と教師で構成される小学校教室という環境が，どのように

児童の読み書き能力の獲得と「書きことば的言語使爾」（一人から多数へ向

けて話すこと，文字を介して学習を進めること，書きことば的なスタイルで

学習時の相互作用を展開すること）を助けているのかを，小学校1年生の特

定クラスを事例として，1年にわたる縦断的な資料収集によって明らかにす

ることを目的にした。

〈研究組織〉

　研究代表者

　　茂呂　雄二（国語研。言語教育研究部第一研究室・主任研究官）

　研究協力者

　　小高　京子（国語研・言語教育研究部第一研究室・研究補助員）

〈研究経過＞

　1992年5月，9月，11月および1993年2月の計4回，それぞれについて

1週間分ずつ，登校から下校までの談話資料（音声・録画資料），計150時

間を収集し一一部を文字化した。音声は教師のほか，2名の児童にビンタイプ

のマイクを装着し机問指導中の教師談話および子どものつぶやきを含めて資

料収集を行った。特定児童のうちの1名は就学前時点での読み書きテストに

おいて学習の遅れが認められた児童である。

　現在までに得られた知見は，①小学校入学後5月の段階で学校的な談話シ

ステムへの：不適応がみられること　②就学前に読み書き学習の遅れが認めら

れた児童は5月段階では学習進行に函難が見られるが，その後他の児童と同

等水準へ発達をみせること　③教室の社会的な秩序の構成には，共通語的な

コードばかりではなく，生活語（いわゆる方言）的なコードの寄与も大きく，

両者の関連が学習にとっての機能的環境をつくっていること，である。
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計量的方言区画と言語伝播に関わる地理学的条件との接続に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　熊谷康雄）〈奨励研究（A）〉

〈研究目的〉

　本研究は計量的な方言区画を行なうための方法として開発を進めてきてい

る「ネットワーク法」を発展させ，地理学的な条件を明示的に取り込んだ形

での計量的な方言区画の方法を試みることを目的とする。ネットワーク法は

二二地理学的な調査データに基づきながら，地点間の書語的な類似度を算出

し，これをネットワークとして地図上に描くことによって地域の分割を得よ

うとするものである。方言三二や方言分布の解釈において，地点同士の地理

的な連続性や交通網に関する情報など言語伝播に関わる地理学的な条件は本

質的な役割を果している。ネットワーク法は地点同士の関係をネットワーーク

として表現するため，このような地理的な次元を最初の段階からデータとし

て扱うことができる。これは多変量解析による方法と比較したときのネット

ワーク法の特徴のひとつである。

〈研究組織〉

　熊谷　康雄（二三研・情報資料研究部第二研究室。研究員）

〈研究経過〉

　（1）奄美大鶴の言語地理学的調査によって得られた行政区画，文化圏，方

言意識および入手した奄美大島に関する地誌や統計資料を検討して得た地

点問の接続関係および一部の統計をデータ化した。（2）類似度を表現するネッ

トワi・・deクと地点聞の接続関係を表現したネットワークからなる多層のネット

ワークによるデータの表現を行ない，このデータ表現を操作するためのプロ

グラムの設計を行なった。（3）高解像度のディスプレイを使って，地図を画

面上に表示しながら対話的に分析を行なうためのシステムのプorグラミング

を行ない，地図表示部分およびデーータのハンドリングを行なうモジューールを

作成した。

〈今後の予定〉

　データおよびプログラムの整備拡充を続けながら，開発をさらに継続する。
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　　　　　　　　　　図書の収集と整理

　前年度に引き続き，研究所の調査研究活動に必要な研究文献及び雷語資料

を収集，整理し，利用に供した。

　また，例年のとおり，各方面から多くの寄贈を受けた。寄贈者各位のご好

意に対して感謝する。

平成4年度に受け入れた蟹書及び逐次刊行物の数並びに蔵書累計は，次の

とおりである。

　　図書

　　　受入　1，68G冊

購入　　寄贈　　製本雑誌　　その他

禾［1書　　　　　　869　　　　　圭80

洋書　　　194　　19

計　　　　　　1，063　　　　　ま99

244　49
125　0
369　49

　　蔵書数　86，19i冊（平成5年3月31日現在）

逐次刊行物（学術雑誌，紀要，年報類）

　　継続受入　868種

　　　　　　購入　　寄贈　　計

　　　白日　　　　　50　　　　　733　　　　783

　　　洋　　　62　　　23　　85

　　　計　　　　　圭12　　　　　756　　　　868

計

1，342

338

1，680
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　　　　　　　　　　　庶　務　報　告

　　　　　　　　　　　　1　庁舎及び経費

1．庁　　舎

所　在　東京都北区西が丘3丁罵9番14号

敷地　　　　　　　　　　　　　10，030㎡
建　物

　第一号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　5，719㎡

　　　（管理部門・講堂・図書館・日本語教育センター）

　第二号館．　　　　　　　　　艇）　3・015㎡
　　　（研究部門）

　第三号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　238㎡

　　　（会議室・その他）

　第一資料庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　2圭3㎡

　竣工資料庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　106㎡

　その他の付属建物　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　330㎡

　　　　計（延）9β21㎡2．経　　費

　平成4年度予算：額

　　　　　　　　人件費　　　　　　　　（507，300，000円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5e7，300，GOO円

　　　　　　　　事業費　　　　　　　　　　　　　　　　（264，693，000F羅）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　277，968，000　M

　　　　　　　　合計　　　　（771，993，00G円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　785，268，000　M

　　　　※　上段（　）内は補正後予算額，下段は当初予算額を示す。
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会　長

副会長

評議員

佐藤

木田　　宏

碧海　純一

浅野　　修

大岡　　信

岡部　慶三

加藤　秀俊

小山　弘志

阪倉　篤義

笹沼　澄子

鈴木　孝夫

寺島

外山

長尾　　翼

野地　潤家

林　　　大

肥田野　直

福原　義春

山崎　隆保

頼　　惟勤

豆　評議員（平成5年3月3エ日現在）

喜代治（東北大学名誉教授）

（日本学術審議会顧問）

（関東学院大学教授・東京大学名誉教授）

（日本新聞協会事務局長）

（詩人・東京芸術大学教授）

（帝京大学教授・東京大学名誉教授）

（放送教育開発センター所長）

（国文学研究史料館長・東京大学名誉教授）

（京都大学名誉教授）

（（財）東京都老人総含研究所顧問研究員）

（杏林大学教授・慶応義塾大学名誉教授）

アキ子（脚本家。放送作家）

滋比古（昭和女子大学教授・お茶の水女子大学名誉教授）

（京都大学教授）

（鳴門教育大学長）

（国立国語研究所名誉所員）

（東京大学名誉教授）

（㈱資生堂取締役社長）

（H本放送協会放送文化研究所長）

（お茶の水女子大学名誉教授）

B本語教育センター運営委員（平成5年3月3旧現在）

　
長
員

長
員
員
委
委
副
委

宮地　　裕

阪磁　雪子

上田　　孝

奥田　邦男

（帝塚由学院長）

（杏林大学教授）

（国際交流基金日本研究部長）

（広島大学教授）
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上岡　弘二

崎山　　理

鈴末　　箋

玉村　文郎

西尾　珪子

森韻　良行

（東京外國語大学アジア・アフリカ書語文化研究部

長）

（国立民族学博物館教授）

（（財）国際教育振興会日本語研修所長）

（同志社大学教授）

（（社）国際日本語普及協会専務理事）

（早稲沼大学日本語研究教育センター所長）

芦沢

飯豊

石綿

上村

大石

大久保　愛

斎賀　秀夫

高霞　正治

高橋　太郎

野元　菊雄

林　　　大

林　　四郎

南　不二男

宮島　達夫

村石　昭三

渡辺　友左

W名誉所員（平成5年3月31巳現在）

　節　　（元言語教育研究部長）

毅一　（前言語変化研究部長）

敏雄i　（元言語計量研究部第三研究室長）

幸雄　　（元主任研究官）

初太郎（元第一研究部長）

（元言語教育研究部第一研究室長）

（元言藷計量研究部長）

（元言語行動研究部主任研究官）

（元言語体系研究部長）

（照代所長）

（三代所長）

（元第四研究部長）

（元日本語教育センター一長）

（前日本語教育センター長）

（元言語教育研究部長）

（前言語行動研究部長）
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　　　　　　　　　　　　V　定員・組織・職員

1．定　　翼　　　　68名　　　　　内訳　　　指定職

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行政職

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究職

2．組織及び職鰻（非常勤職員を含む）

所

庶務部

　庶務課

会計課

　長

部　　　　長

課　　　　長

課長補佐

庶務係長

文書主任

事務補佐員

　　11

図書主任

文部事務官

入事係長（併）

文部事務官

　　tl

課　　　　長

課長補佐
総i務係長（僕）

文部事務宮

経理係長（供）

経理係長

経理主任

事務補佐員

用度係長

文部事務窟

水谷　　修

森　　孝一

笹沼　　忠

田畠　正幸

藤枝優一

荒川佐代子

河西秀早子

板橋幸子

大塚　通子

綱川　博子

田畠　正幸

横山　哲悦

野村　賢一

尾熊　克巳

石田　　厚

石田　　厚

三浦　　篤

石N　　厚

土佐南洋夫

岩田　茂男

安中美貴子

山戸　葱秀

佐藤昭博

一i21一

1名

15名

52名

（4．4．i　・一一　5．3．3e）

（　tt　）

4．4．1北海道大学轡学部に出向（総務
　　課）
4，6。1東京医科歯科大学躍学部医事課

　　から転任

4．5．20　併任　5．1．1併任解除

5．3．22死亡

（4．4．1　一・一　5．3．30）



言語体系研究部

　　第一研究室

第二研究室

　　第三研究甕

言語行動研究部

　　第一研究室

第二研究霊

言語変化砺究部

　　第一硬究甕

第二研究室

専門職員

　　／f

部　　　　長

室長　（叡）

研　究　員

　　Xl

室長　（取）

研　究　員

　　n

研究補助員

室　　　　長

部　　　　長

豊　　　　長

研　究　員

研究補助員

室長　（取）

主任研究官

研究補助員

部　　　　長

窒長　（取）

研　究　員

　　lt

　　11

葬常勤研究員

　　Xl

室長　（取）

研　究　員

硬究補助員

灘
洋
洋
誠
鰍
洋
舞
悦
罐
欝
驚
醐
諜
繍
隆
耀
∵
㈱
欝

納
鮒
曙
曙
醐
琳
輔
硲
鳩
紹
甜
襯
糊
麟
撫
襯
酬
軸
顯
顯
耕
栖
畝
脚
騰
顯
畑
軸

一　122　一

4。4．1菓京農工大学に出向施設課工営
　　第二係長
4．4．1東京国立天文台施設課建築係長

　　から転妊

4．7．1研究員から昇任

4．4．1轡譲変化研究部第：研究窪長か

　　ら昇任
4。4．1室長事務取扱

　（4．4．1　一一f　5．3．3i）

　（　／1　）

4．4，圭室長事務取扱

5．3．1図書館情報大学外国語教育セン
　　ター講師から転任



国語教育研究部

　　第一研究蜜

情報資料研究部

　　第一研究室

第二研究室

電二子計算機シス

テム開発研究室

国語辞典編集室

非常勤研究員

部　　　長

室　　　　長

主任研究官

研　究　員

研究補助員

部　　　長

室長　（取）

研　究　員

　　xx

研究補助員

霊　　　長

主任研究官

研　究　員

　　11

研究補助員

室　　　　長

研　究　員

研究補助員

塞　　　長

銀　究　員

　　11

葬常勤砺究畏

〃
〃
〃
〃
〃

文
子
己
二
子
子
清
士
子
沼
江
入
光
雄
子
子
紀
～
子
子
彦
史
満
志
子
謙
子
男

良
孝
痘
雄
璃
京
　
　

恵
　

喜
正
雅
康
菊
し
三
軍
純
睦
安
浩
　

大
代
　

紀
佳

　
　
　
　
瑠
　
　
　

理
根
都
　
　
　
　

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
井
川

濁
澤
村
呂
又
高
川
川
囲
曽
野
濁
藤
谷
藤
部
藤
陽
湖
村
藤
原
臨
村
　

野
池
谷

暴
富
嶋
茂
絹
小
江
江
池
中
辻
米
偶
熊
撰
礒
斎
横
米
木
加
藤
照
照
貝
菅
久
長

一　123　一

（4．4．1－5．3．31）

4．4ユ　震采月ヨ

（4．4．1N5．3．31）

（　1／　）

（　11　）

（　11　）

（　Xl　）

（　Xl　）



臼本語教育

センター
　　第一研究室

第二研究室

第三研究室

第二研究室

H本語教育
　　指導普及部

　覇：本語教奮

　　　研修室

　　！1

　　fl

センター長

室　　　　長

研　究　員

室　　　　長

研究員（併）

罪常勤研究員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

室長　（取）

主任研究竃

室　　　　長

葬常勤研究員

　　xx

　　n

部

室

長

長

林　　　大

山沼　雅一

甲斐睦朗

相澤　正失

昇上　　優

佐々木倫子

jll又瑠璃子

小幽いずみ

青山　文啓

上田　博人

大倉美和子

澤木　幹栄

高垣　敏博

野田　尚志

福嵐　教護

三原　健一

下蔭　昭子

響元　菊雄

甲斐　睦朗

堀江プリヤー

生越　直樹

浜田　麻理

墾月　正子

王　　亜新

西原　鈴子

古川ちかし

（
／
k

〃
〃
）
）

4．4．1情報資料研究部第一研究室研究

　　員から配置換

（4A．1　・Ni　5．3．31）

（　11　）
（4．8．1　’v　5．3．31）

（4．4．1　・Nt　5．331）

（4．9．1　’一v　5．3．31）

（4．4．1　A”　5．3．31）

（　11　）

（　Xl　）

（　1／　）
（4．9．3　”一　5．3．31）

（4．4．1　’一“　5．3．31）

（4．4．1　’li“　5．3．31）

（　Xl　）
（4．6ユ～5。3．31）
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日本語教育

教材開発室

主任研究官

研　究　員

研究補助員㈱

M究補俊員

事務補佐員

室　　　長

研　究　員

ヲ瞠勤研究員

　　IX

11

！ノ

櫛沢　好昭

石井恵理子

早田美智子

三隅　友子

腰越　理子

中道真木男

熊谷　智子

浅野　合子

櫻木　紀子

文野　峯子

水野千佳子

（4．4．1・v5．3．30）

（4．4．IN5．3．3e）

（旧姓　中田）

（4．4．1”v5．3．31）

（4．4．1’s－5．3．31）

（4．4．1－5．3．3D

（4．4．1・一5．3．31）

　　　　　　　　　　　　W　平成4年度事業

3．刊行書

　国語年鑑（1992年版）

　国立国語研究所年報一42一（平成3年度）

　方書文法全国地図（報告97－3）

　研究報告集一14一（報告105）

　国定読本絹語総：覧7　第4期（て～ん）

　　　　　　　　　　　　（国語辞典編集資料7）

〈秀英出版刊〉

〈秀英出版刊〉

〈大蔵省印刷局刊〉

〈秀英出版刊〉

〈三省堂刊〉

2．日本語教育関連教材

　　　B本語教育指導参考書20　　　　　　　　　　　〈大蔵省印刷馬刊〉

　　　日本語教育映像教材中級編関連教材　伝えあうことば3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　映像解説書　　く大蔵省印刷局刊〉
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3．国立鼠語研究所公開研究発表会

　　平成5年3月24日（水）午後1時30分～5時

　　　テーマド談話研究の目指すところ」

　　　　1．談話研究の現状　　　　　　　　　　　　　　西原鈴子（所員）

　　　2．言語行動を説明する言語表現の諸相

　　　　　一言語行動論への寄与一　　　　　　　　　杉戸清樹（所員）

　　　3．発話の多角的特徴づけ一対照研究への寄与一　熊谷智子（所員）

　　　4．教室談話過程の分析一認知発達研究への寄与一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茂呂雄二（所員）

5．シンポジウム

　談話研究への期待一報告を受けて一

4．H本語教育研修（86ページ参照）

①日本語教育長期専門研修（平成4年4月1B～平成5年2月28巳）

②馨本語教育夏季研修

　　　　　　　東京平成4年7月27日～7月28日

　　　　　　　名古屋　平成4年8月3日～8月4蔭

　　　　　　　札幌平成4年8月10日～8月11日

　　　　　　　大　阪　平成4年8月19日～8月20日

　　　　　　　福　岡　平成4年8月29日～8月30日

　　　　　　　仙　台　平成4年10月10日～IO月llH

　　　　　　　広　島　平成4年10月17日～IO月18U

③通信教育による日本語教育研修（平成5年3月1日開始）

④R本語教育現職晶出1研修（平成4年4月1日～平成5年2月28日）

⑤B本語教育特別集中研修（平成5年3月15H～平成5年3月18日）

顎，外国人等研究員・外国人招へい・来訪者等
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1．外夢人研究員

氏名・国名。職名

陳　　力　衛
（中華人民共和国）

　北京大学日本文化
　研究所　研究員

バト1］ッシアJ．ウエッツエル

（アメリカ合衆国）

　ポートランド州立大学
　外国語文学学部　教授

エツコ・オバタ・ライマン

（アメリカ合衆国）

　アリゾナ州立大学外国
語学科　准教授

ジョン・フィリップス
（イギリス）

　マンチェスター工科大学計算

言語学センター研究員

愈　　　　　健
（中華人災共和国）
　下京日本学研究センター

候　　艶　女朱
（中華人血共和国）

　航空青天工業部
　第二礒究員　講師

プレム・モトワニ
（インド）

　ジャワハラル・ネ・一vル大学

　8：本語科　助教授

ポリー。ザトラウスキー
（アメリカ合衆国）

　ミネソタ大学日本語
　奮語学科　　助教授

李　　漢　鰹
（大影写国）

　高麗大学校　文化大学
　欝語臼文学科　助教授

聞　　光　準
（大韓民国）

　全北大学校
　日語臼文学科　助教授

朴　　煕　泰
（大韓民国）

研　究　課　題

和製漢語の史的研究

日：本の雷語と祉会における権力関係

近代語の表記

機械翻訳のための言語的文脈に
関する研究

現代鑓本語の文連接についての考察

機械翻訳のための日中対照研究

臼本語略語辞典

β本語会話におけるポーズ，
葬書語行動の役割

リズム，

日：本における日本語の研：究文献調査

日本における日本語の研究文献調査

韓N両言語の調音及び音響音声学的
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研究期間

3．8．28カ》ら

5．6．30まで

3．9．3から
4．6．30まで

4．1窪5から
4．8．15まで

4．3。30から
5．3．29まで

4．4．1から
4．9．19まで

4．4．13から
5．5．31まで

4．4．15から
4．7．20まで

4．ZIOから
5．7．9まで

4．7．26から
4、8．23まで

4．7．26から
4．8，23まで

4．8．1から
5．2．28まで



外国語大学校　東洋語
大学H本語科　教授

　
　
　
長

　
　
　
部

　
）
　
学

　
国
学
副

　
和
大

三
共
三
部

　
民
放
学

春
人
市
語

　
華
陽
國

　
申
藩
外

苑
（

張　　美　華
（中華人民共和国）

　国際閣係学院
　日本語科　助教授

宮　　力
（中華入民共和国）

　湾華大学外国語系
　日本語研究室　講師

ピーター。シャープ
（イギリス）

　xグゼター大学
特別餅究員

鮒照研究

遼距離教育における中B教授法の批較
一ディスコース及び機能シラバスを申心に一

巳本語教授法

ヨ本語の助動詞における研究

英語を母語とする学習者のための基本学習

辞典のエントリー作成

4．9．24から
5．9．23まで

4．928から
5．4．30まで

4．10．8から
4．12．31まで

4．12．1か日
4．2．14まで

2。内地留学生

氏　　名 勤務・職名 研　究　課　題 研究期間

松島　久子　　千葉票船橋市立丸山　　書く意欲をもたせ，醤語能力　4．4．1から
　　　　　　　小学校教諭　　　　　を高める作文指導のあり方　　5．3．31まで

3、外騒人招へい

5．2．7文化庁「外国人芸術家・文化財専門家招へい事業」により
　　　　オーストラリア。マコーり一大学言語学教授。附置国立英語教育・研究茨長
　　　　クリストファー・キャンドリン氏　　　（5．2．14まで）
　　　　講演：「助語・労働移往・職場一讐語教育の諸問題一」（5．2、8～5．2．10）

4．来訪春・晃町着等

4．　4．10

4．　5．15

4．　5．22

4．　6．　3

4．　6．16

4．　7．　7

4．　7．　8

4．　7．16

文部政務次官

カナダ　ビクトリア大学　書語学部長

中国　過程教材研究所　高級研究員

日本語教育学会専務理事

文部省教育文化交流霊長

オーストラリア　シドニー大学　文学部教授

韓国　漢陽大学校人文大学　英語英文学科教授

韓国　国立国語研究院　研究三部長

松照岩央民

Joseph　KeSS氏

唐　嘉　氏

池谷貞央氏

山本1煩累氏ほか2名

ヒュー・クラーク氏

洪　妖淑氏

韓　哲模氏
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4．　7．21

4．　9．　9

4．　9．30

4．10．2e

4．11．16

4．12．　3

5．　2．22

餐．外国出張

　氏　名

熊谷　智子

生越　直樹

罫上　　優

水谷　　修

液川　　清

古川ちかし

柳沢　好昭

石井　久雄

龍谷大学国際センター長　　　　　　　　　　　　　　　大津定美氏

文化庁長官　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田弘保氏

国際交流基金文化人短期招へい者

インドネシア　バンドン教育大学　文学部長　　　アフラン・ヘセン氏

中国B本語教師訪日団（10名）

オーストラリア国立言語研究所長　　ジョセフ・ロ・ビアンコ氏ほか3名

日本漢享能力検定協会　事務局長　　　　　　　　　広瀬澄氏ほか1名

文化庁次長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤禎　氏

　　　　　　　題　外国出張・研修

　　　　　毯　　　　　　　的

会話分析に基づく断りのストラテジー
　一日本語と英（米）語との対照研究一

現地鶏本語教材，教授法の実態に関する
　調査研究及び情報収集

申国における鷺本語学研究に関する調査，
研究

現地日本語教育普及活動の現状視察及び
指導

申国における沼塞語学研究に関する調査，
研究

日本語教師養成に撮する共同研究

海外における鑓本語教育事情及び自国語
教育推進方策調査

申国における農本語学研究に関する調査，
研究

　期　間

4．4。1から
4．9．30まで

4．7．24から
4．8．15まで

4．8．28から
4．11。9まで

4．10．18から

4．10．21まで

4ほ1．14から
4．12．4まで

5。1．1から
5。4．2まで

5．3．14から
5．3．23まで

5．3．19から
5．6．18まで

　渡航先

アメリカ

韓　　国

中　　国

中　　国

申　　躍

イギリス

ドイ　ツ

フランス

中　　国
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2．海外研修

茂呂　雄二

生越　直樹

堀江プリヤー

11

石井恵理子

社会文化的アブV一チとビゴッキー理論の
意味に関する國際会議出席

韓国雛語日文学会夏季学術発表会参加

異文化間交流のための国際シンポジウム
に参加及び発表

藏。タイ語との対照研究のための調査硬究

日本語教師養成・砺修全国学会に出席およ
びオーストラリアにおけるN本語教育に関
る資料収集

4．6．1から
4．6．9まで

4．6．21から
4．6．28まで

4，7．30から

4．8．5まで

5．1．7から
5．1．24まで

4．9ほ7から
4．9．24まで

アメリカ

韓　　国

韓　　国

タ イ

オーストラリア

玉X　日　記　抄

4．　4．　6

4．　4．15

4．　4．21

4．　4．22

4．　4．23

4．　4．25

4．　5．2e

4．　5．20

4．　5．23

4．　5．26

4．　5．26

4．　5．27

4．　5．27

日本語教育長期専門研修開講式

平成4無度第1圃移転問題検討委員会

各省直轄研究所長連絡協議会第1圓幹事会（放射線医学総合砺究所）

第22團研究計画会議

日本語教蕎験像教材作成委員会

日本語教育現職者特溺奪門研修教材作成委員会

平成4無心：第2魁移転問題検討委員会

平成4無度国立学校等経理部課長会議（5．20～5．21）（東東賑科魎科大学）

日本藷教育現職者特別専門研修教材作成委員会

各省直轄既知所長連絡協議会第2回幹事：会（科学技術庁筑波研究交流
センター）

第51回文部省所轄ならびに国立大学附置砺究所長会議総会
（千黒阪急ホテル）　（5．26～5．27）

文部省所轄ならびに国立大学附置研究所長会議平成4年度第1回常置
委員会
（千塁阪急ホテル）

会計検査院実地検査
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4．　5．28

4．　5．29

4．　6．　5

4．　6．17

4．　6．2e

4．　6．22

4．　6．23

4．　6．29

4．　6．30

4．　7．　7

4．　7．　8

4．　7．15

4．　7．16

4．　7．18

4．　7．22

4．　7．29

4．　7．29

4．　9．　9

4．　9．i2

4．　9．14

4．　9．18

4．　9．25

4．　9．29

4．　9．30

第43回文部省所管研究所事務（部）長会議総会
（大阪大学微生物研究所）

日本語教育夏季研修運営委員会。通信教育による日本語教育専門
研修準備委員会

定期健康診断

平成4年度第3圏移転問題検討委員会

日本語教育現職者特別専門研修教材’作成委墨会

日本語教育映画等企画協議会

文部省所轄ならびに国立大学附置硬究所長会議平成4年度第2圏常置
委員会（菓京大学医科学研究所）

第1回技術研修生のための標準的力Vキ＝ラム作成に関する調査研究
協力者会議

平成3年度研究終了評価委員会

文化庁施設等機関庶務会計部課長会議（都道府緊会館）

平成4年度第4回移転問題検討委三会

第122回国立国語研究所評議員会

第2厩技術研修生のための標準的カリキュラム作成に関する調査醗究
協力者会議

H本語教育現職者特別専門研修教材作成委員会

日本語教膏センター運鴬委員会

日本語三三映画等企画蕩議会

中国帰国者に対する日本語指導者研修会（7，29～7，30）（東日：本地区）
（文化庁主催）

平成4年度第5圏移転問題検討委員会

日本語教育現職餐特別：専門研修教材作成委員会

平成4年度第6鳳移転悶題検討委員会

各省直轄研究所長連絡協議会第3騒幹事会（科学技術庁分蜜）

基本語用例データベース作成作業委員会

平成4無熱第7回移転閾題検討委員会

第23回研究計画会議
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4．iO．　5

4．IO．　6

4．IO．　8

4．隻G．17

4．10．24

4．10．29

4．il．l1

4．1美。支4

4．ll．21

4．ll．26

4．1麦．26

4．11．27

4．12．　2

4．12．　8

4．12．　9

4．12．le

4．12．12

4．12．18

4．12．18

4．12．21

4．12．22

5．　1．12

5．　1．14

文部省所轄ならびに園立大学附置研究所長会議平成4年度第3回常置
委員会（菓大由上会館）

平成4年度第1回移転問題全体会

文部雀所管研究所第三部会事務（部）長会議（10．8～10．9）
（北海道大学学術交流会館）

基本語馬例データベース執筆者会議

N本語教育現職者特別専門研修教材作成委員会

文部省所轄ならびに国立大学附置研究所長会議（第3部会）
（放送教育開発センター）

第3園技衛研修生のための標準的カリキ＝ラム作成に関する調査研究
協力者会議

臼本語教育現職者特別専門研修教材作成委員会

藍本語教育研究連絡協議会

文部省所轄研究所等所長会議（岡崎ニューグランドホテル）

金国砺究機闘交流推進会議（科学技術庁筑波研究交流センター）

各雀直轄研究所長連絡協議会共通問題研究会（科学技術庁筑波研究交流
センター）

所内レクリエーション大会（ボウリング）

平成4年度研究経過評価委員会

平成4年度第8回移転悶題検討委員会

第4園技術砺修生のための標準的カリキュラム作成に関する調査研究
協力者会議

黛本藷教育現職者特罰専門研修教材作成企画委員会

国語辞典編集調査会

基本語用例データベース作成作業委員会

創立詑念日　記念講演「言語障害の諸相」笹沼澄子

駐本語教育映画等企画協議会

文部省蕨轄ならびに国立大学附置研究所所長会議平成4年度第4鳳常置
委員会（東京大学山上会館）

第5回技術研修生のための標準的カリキュラム作成に関する調査三三
協力者会議
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5．　1．21

5．　1．22

5．　1．26

5．圭，26

5．　1．27

5．　2．　5

5．　2．iO

5．　2．17

5．　2．19

5．　2．25

5．　2．26

5．　2．26

5．　2．27

5．　3．　6

5．　3．le

5．3．工2

5．　3．12

5．　3．12

5．　3．12

5．　3．13

5．3．重6

5．　3．16
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日本語教育現職者特BII専門研修教材作成委員会

各省直轄研究所長連絡協議会第5翻幹事会（竹橋会館）

第24回研究計画会議

第1回技術研修生のための標準的カリキュラム作成に関する調査研究
協力者会議における作成部会

平成4年度第9回移転問題検討委員会

技術研修生のための標準的カリキュラム作成に関する調査研究協力者
会議第1分科会及び作成部会合同会議

第2回技術研修生のための標準的カゾキュラム作成に関する調査研究
協力考会議における作成部会

平成4年度eg　9翻移転悶題検討委畏会

第1回技術研修生のための標準的カリキュラム作成に関する調査研究
協力者会議第2分科会

文化庁施設等機関次長等幹部会議（東京国立博物館）

善本無教育長期専門研修修了式

基本語罵例データベース作成作業委員会

第3回技術研修盤のための標準的カリキュラム作成に関する調査研究
協力者会議における作成部会

基本語用例データベース執筆者会議

平成4年度第10圓移転問題検討委員会

各省藏轄研究所長：連絡協議会平成4年度定例総会（竹橋会館）

霞二丁教育夏季研修運営委員会・通儒教曹によるH：本語教育醗修準備
委員会

日本語教畜現職者特別専門研修準備委員会

基本語用例データベース作成作業打合せ会

朝鮮語研究文献目録作成連絡会

第123回国立国語研究所評議員会

文化庁施設等機関長会議（文部省）

日本語教育面薗等企画協議会

技術研修生のための標準的カリキュラム作成に関する調査研究協力者
会議及び作成部会合同会議
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平成4年度第2圏移転聞題全然会

国立国語研究所公開研究発表会

基本語用例データベース作成執筆者会議

eg　4回技術研修生のための標準的カリキュラム作成に関する調査研究
協力者会議における作成部会
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　　”　　1，751円

　　〃　　　　品切れ

　　”　　　1，545円

　　〃　　　　品切れ

　　〃　　　6，180円

　　〃　　　晶切れ

　　！t　lt
　秀英出版刊　　6，180円

　　”　　　　　　　6，180　円

　　〃　　　6，180円

　　”　　　　　　　　6，180　円

　　〃　　　　品切れ

　　11　1／
大蔵省印刷周刊　1，545円

秀英出版刊　24，0GO円

国藷辞典編集資料

1　　国定読本用語総覧圭一第1難（あ～ん）一

2　　国定読本用語総覧2一第2期（あ～て）一

3　　国定読本用語総覧3一一第2鰍と～ん）一

4　国定読本用語総覧4一第3期（あ～て）一

期堂省三

〃
　
〃
　
〃

　品切れ

28β40円

28β40円

29，000円



5
だ
U
7

国定読本胴語総覧5一第3鰍と～ん）一一

国定読本用語総覧6一第4期（あ～つ）一

国定読本用語総覧7一第4期（て～ん）一

〃
〃
〃

29，000円

34，00◎円

37，000円

言語処理データ藥

1
23

4

高　校　教　科　書　文　脈　付　き　用　語　索　弓i

話しことば文脈付き用語索引
　　一既｝；語生欲蓋録音器機データー一

現代雑誌九十種の用語索引（1）

五十音1煩語彙表・採集カード

話しことば文脈付き用語索引

羅本マイクu写真　36，050円

　”　　　　　　　　51，seo円

東京都板橋　　231，750円

福祉工場

陰本マイクロ写糞51，500円

飼立国語研究所研究部資料

幼児の　こ　と　ば

幼児のこ　と　ば

幼児のこ　と　ば
幼児の　こ　と　ば

幼児のこ　と　ば
幼児の　こ　と　ば

資
資
資
資
資
資

刊版出
〃

英秀

〃
　
〃
　
〃
　
〃

1
　
9
臼
　
0
σ
　
4
　5
　瓜
）

料
料
料
料
三
一

3，914円

3，914円

6，180円

6，180円

6，玉80円

6，180円

国立團語研究所論功

1　ことばの研究
2　ことばの研究
3　ことばの研究
4　ことばの研究
5　ことばの研究

集
集
密
集

n
乙
　
3
　
4
　
『
0

第
第
第
第

野馬英秀

〃

れ切晶

〃

〃

〃

〃



＄本語教育教材

日本語と日本語教育

　一発膏・表現編一

日本語と日本語教育

B：本語の文法（上）

H本語の文法（下）

日本語教育の評価法

中・上級の教授法

田本語の指示：詞

国立国語研：究所
　　　　　　　　　　共編
文　　化　　庁

一文字・衷貌編一

一1一体語教育手話導盤考轡4一一

一獲本語数育指導参考轡5－

　　1三体語教育揃導塾考轡6一

一日本語教湾詣導塗考轡？一

一羅本語教育鮨導釜考轡8一

日本語教育基本語彙七種比較対照表

　　　　　　　　　　　　一一日塞語教糠鮨導蚕考毛警9一

日本語教育文献索引

談話の研究と教育

語彙の研究と教育（上）

晶晶の研究と教育（下）

文字・忌日の教育

談話の研究と教育

一田本語教湾衛導釜考轡燈一一

一日本語教育措導参考欝11一

一・一坙{語教育痛溝蚕考轡12一

一臼本語教耐畿尋蜜考轡13一

一L3本語教育捲尋夢考轡三4一

一撮本語教育捲導夢考墾蘇5一

外来語の形成とその教育一日耀1教翔旨導参考轡16一

敬語教育の基本問題（上）一躰語教耕鱒塗考霧17一一

敬語教育の基本悶題（下）一日水語教餅鱒夢考鰹18一

副詞の意味と用法　　　一1林語教耐鱒参考挫9一

大蔵雀印刷局刊

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

721円

880円

464円

567円

品切れ

515円

515円

1，03e円

1，442円

567円

品切れ

　　ノノ

721円

780円

650円

600円

650円

700円



國立国語研究所年報秀英出版刊

1　昭和24年度

2　昭稲25年度

3　昭和26年度

4　昭和27年度

5昭禾028年度

6　昭和29無爵

7　昭和30年度
8　　　　昭　 孝R　31　年度

9昭示［132年度

10　昭和33無度

11　昭和34年度

12　昭和35年度

13　昭和36年度

14　昭和37年度

15　昭和38年度

16　昭和39年度

17　昭和40年度
18　　　昭孝日　41　葺三　度

19　　　昭　孝0　42　年　度

20　　　　日召　孝［｝　43　年　度

21　　　　昭　考…鍵　44　杢萎三　度

22　昭和45年度

れ切
〃

品

〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

円
円
れ

9
9
切
〃

30

R0

i

れ切品

23　昭秘46年度

24　昭和47年度

25　昭和48年度

26　昭和49隼度

27　昭和50年度
28　　　　昭　莞…爾　51　年　度

29　昭和52年度

30　昭和53年度

31　昭和54年度

32　昭頼55年度
33　　　　昭　＄日　56　年　度

34　　　　昭　潭［｝　57　勾三　度

35　昭和58年度

36　昭和59年度

37　昭和60年度

38　昭和61年度

39　昭和62無慮

40　昭和63年度

41　平成元年度

42　平成2年度

43　平成3年度

円
れ4
切
〃

46

ｻ

　
　
売

　
　
　
　
　
　
　

　
　
陥

れ
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

血
糊
㎜
鵬
㈱
鰯
織
捌
捌
鰹
躍
㎜
㎜
㎜

国語年鑑秀英出版刊

昭和29年版　　品切れ

昭和3G年版　　　〃

昭和31年版　　　〃

昭和49年版

昭和50年版

昭和51年版

3，914円

晶切れ

4，120円



fi召　手霞　32　年　版

昭和33年版

昭和34年版

昭和35庫版

昭和36年版

昭和37年版

昭和38無版

昭和39年版

昭憩40年版

昭和41年版

昭和42年版

昭和43隼版

昭和44年版

昭和45年版

昭棚46琿版

昭和47隼版

昭憩48年版

　！ノ

　11

　ノノ

　！ノ

　n

　1！

　ノ！

　t／

　ノ！

　tl

　1／

　11

　t！

　lt

2，060円

2，266円

品切れ

昭和52年版

昭和53年版

昭和54年版

昭和55年版

昭和56年版

昭和57年販

昭和58年版

昭和59奪叛

昭和60年版

昭和61年版

昭和62年版

昭和63年版

五989年版

1990年版

1991年版

1992年版

高校生と新聞離騨1繍騨撫　秀英出版刊

青年と・ス…助一シ・ン麗謡騰嬬　金沢旧刊

国立国語研究所三十年のあゆみ　　　　　　　　　　　　　　秀英出版刊
　　一一鱗究業糠の紹介一

AN　INTRODUCTION　TO　THE　NATIONAL　LANGUAGE

RESEARC｝il　INSTITUTE　（19gg）

基礎日本語活馬辞典インドネシア語版

品切れ

　！ノ

　1ノ

　■ノ

　tl

　！ノ

5，665円

品切れ

　1／

8，G34円

8，034円

8，034円

8，100円

S，leo円

S，100円

8，100切

れ切点

〃

〃

非売
　／／



B本語教育映画基礎編（全30巻）

　　　　　　　　　　　　　　（各巻ビデオ及び16ミリカラー，約5分，㈱インターコミュ＝ケーション）

　巻題名　　　　製作年度（昭和）
ユニット　1

1これはかえるです一「こそあど」＋rは～です」一　　　　　　　　　　　　　　49

2さいふは　どこに　ありますか一「こそあど」÷ヂ～がある」一一　　　　　　　　49

3やすくないです　たかいです一一形容詞一　　　　　　　　　　　　　　　　　49

4きりんは　どこにいますか一一「いる1ゼある」一　　　　　　　　　　　　　　51

5なにをしましたか一一動詞一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

ユニット　2

6　しずかな　こうえんで一形容動詞一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

7さあ，かぞえましょう一助数詞一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

8どちらがすきですか一比較・概度の表現一一　　　　　　　　　　　　　　52

9かまくららを　あるきます一移動の表現一一　　　　　　　　　　　　　　51

10もみじが　とても　きれいでした一です，でした，でしょう一　　　　　　　　　52

ユニット　3

11きょうは　あめが　ふっています一して，している，していた一　　　　　　　　53

12そうじは　してありますか一してある，しておく，してしまう一　　　　　　　　　53

13おみまいに　いきませんか一｛衣頼・勧誘の表現一　　　　　　　　　　　　　　53

14なみのおとが　きこえてきます一ヂいく」「くる」一　　　　　　　　　　　53

15うつくしい　さらに　なりました一「なる」「する」一　　　　　　　　　　50

ユニット　4

16みずうみのえを　かいたことが　ありますか一経験・予建の表現一　　　　　　54

17あのいわまで　およげますか一擁能の衷現一　　　　　　　　　　　　　　　54

18よみせを　みに　いきたいです一意患・希蒙の表醗一　　　　　　　　　　　　54

19てんきが　いいから　さんぽを　しましよう一原園・翠｛楠の表現一　　　　　　55

20さくらが　きれいだそうです一目】・様懸の表現　一　　　　　　　　　　　　55

ユニット　5



21おけいこを　みに　いっても　いいですか一許擁・禁豊の表現一

22あそこに　のぼれば　うみがみえます一条件の衷現1－

23いえが　たくさんあるのに　とてもしずかです一条件の表現2－

24おかねを　とられました一一受身の衷灘一

25あめに　ふられて　こまりました一一受身のX現2一

ユニット　6

26このきっぷを　あげます一やり・もらいの表現王一

27にもつを　もって　もらいました一やり・もらいの衷現2－

28てつだいを　させました一使役の表現一

29よく　いらっしゃいました一待遇表現三一

30せんせいを　おたずねします一待遇表現2一

A
V
6
4
U
亙
5

【
り
只
U
只
り
に
U
r
◎

7
7
7
8
8

π
0
ρ
0
貫
）
5
5

販売価格
　　　　　　　16％カラー　　VTRカラー（％インチ）　　VTRカラー（％インチ）

　全巻セット　　741，600円　　　　　551，050円　　　　　　　　444，960円

　各ユニッ　ト　　　　115，875　円　　　　　　　　　86，520　円　　　　　　　　　　　　　　69，525　円

　各　　　　　　巻　　　　　30，9◎o　円　　　　　　　　　22，660　円　　　　　　　　　　　　　　18，540　F弓

　第1巻～第3巻は，文化庁との共同企画

　　＊については疑本語教育映画解説の柵子（非売品）がある。

日本語教育映画　関連教材（日本シネセル社刊）

　黛本語教育映画　基礎編　教師用マニュアル（全6分冊）

　臼本語教育映画　基礎編　練習帳　　　　　　（全6分獺）

　日本語教育映癬　基礎編　シナリオ集　　　　（全　1需）

　日本語教育映画　基礎編　総合語彙表　　　　（全　1冊）

　日本語教育映薩　基礎編　総合文型表　　　　（全　1冊）

映像教材による教畜の現状と葛能性　　　　（全　玉溺）

各分冊1，◎30円

　〃　　515円

　　　1，030円

　　　1，545円

　　　1，545円

　　　2，575円



　　　　　　　　　暦本語教育映像教材中級編一覧

　　　　　　　　　　　　（各巻ビデオ及び16ミリカラー，約5分，㈱インターコミュニケーシeン）

　セグメント　題名　　　製作年度
（昭和，平成）

ユニット　1　初めて会う人と一紹介・あいさつ一

1自己紹介する一会社の歓迎会で一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61

2人を紹介する一訪郡洗の応接察で一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61

3友人にtB会う一喫卿1で一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61

4面会の約束をする一賑話で一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61

5道をきく一交番で一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61

6会社を訪問する一受付と応桜室で一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61

ユニット　2　入に何かを頼むとき一依頼・要求・揚示一

7届出をする一了鍛所で一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62

8買物をする一デパートで一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62

9打合せをする一出版社で一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62

10お願いをする一大学で一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62

11手伝いを頼む一家庭で一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62

12友達を誘う一友達の家で一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62

ユニ・ット　3　人のことばにこたえて一承諾・断りと注臓示一

13お見合いを勧められる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63

14お晃合いをする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63

15提案をする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63

16仲人を頼む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63

17結婚式場を決める　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63

18スピーチを頼む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63

ユニット　4　意見の違う人に一問かえい反論一一

19イベントを提案する元20棚談をまとめる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光



21打ち合せをする

22交渉をする

23会場の準備をする

24討論をする

一
兀
一
兀
一
兀
一
兀

販　売　価格

　　　　　　16m／mカラー　　VTRカラー（％インチ）　　VTRカラー（％インチ）

各ユニット　162，225円　　　97，850円　　　　　76，220円

各セグメント　36，050円　　　　　38，110円　　　　　　　　3e，385円

目本藷教育映像教材　中級編関連教材（大蔵省印刷局刊）

伝えあうことば一1　シナリオ集

　伝えあうことば一2　語璽表

1，000円

1，600円


